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ンリーワンの 
金融機関として、 
金融危機に 
対処します。 

オ 

政　　府

・出資
・資金の貸付
・利子補給金交付

・資金の貸付
・リスク一部補完
・利子補給

指定金融機関※

民間金融機関

民間金融機関

（株）商工組合中央金庫

お客様

DBJ

ご融資等

協定

※指定金融機関
●申請する民間金融機関のうち、一定の基準を満たすものを主務
　大臣が指定
●主務大臣が危機を認定した場合には、新公庫からのリスク補完等
　を受けて、貸付等の「危機対応業務」を実施
●移行期の完全民営化期間は、設立時に指定を受けたものと見なす
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リレーションシップ最前線 ～関西支店～ リレーションシップ最前線 ～関西支店～ 

ＤＢＪならではの企業支援で 

オンリーワンの金融機関をめざす 

　各金融機関がそれぞれの顧客基盤や強みを活かして地域企業を支援する中で、

日本政策投資銀行（DBJ）も他にはない独自の商品・サービスで、地域企業とのリレー

ションシップ構築・強化に取り組んでいる。今号では関西支店におけるそうした活動の

実際をレポートする。新たな飛躍を期して九州への進出にかける東大阪の金型メー

カー・松野金型製作所、そして環境対策に積極的に取り組む化学素材メーカー・日本

合成化学工業。これらの企業に対する支援を担った職員のマインドと行動のなかに、

オンリーワンの金融機関をめざすDBJの姿勢が体現されているといえるだろう。 

CONTENTS

P03 リレーションシップ最前線　関西支店

 DBJならではの企業支援で 
 オンリーワンの金融機関をめざす 

P10 Search the Next

 産業調査コラム　vol.1 
  経営力はABC／三上の発想／これからはサッカー型で

P11 Scenes of Solution

 「技術を活かす銀行」として 
 中堅製造業の技術事業化を支援する 

P16 未来人図鑑
 株式会社商船三井 

 代表取締役社長　芦田 昭充 氏 
 攻めと守りのバランス感覚で100年に1度の危機をチャンスに変える。

P19 DBJ's EYE
 「2千年に一度の人口成熟」と地方企業への期待 
  日本政策投資銀行　国際部所属参事役（前  地域振興部参事役）　藻谷浩介

企画・発行
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Message from General Manager

関西の産業構造の

多様性に学び

地域の発展に貢献したい

常務執行役員　関西支店長　加納　望 

　最近の関西の明るい話題に、今年１月に打ち上げられた

人工衛星「まいど１号」の成功があります。東大阪の多様

な中小企業の技術力を結集し、7年がかりで作ったという同

衛星は、関西のモノづくり能力の優秀さを示す好例です。 

　このことに象徴されるように、関西経済の特徴は産業構

造の多様性にありますが、私はこの多様性について学ぶこ

とでDBJも成長できると思っています。つまりDBJが従前行

ってきたローン中心の金融では、企業の安定性が重要だっ

たのに対して、今後DBJが注力していく投資の分野では成

長性が重要になります。産業構造の多様性は、成長性のあ

る企業が生まれる素地が大きいことを意味しており、関西は

DBJが投資銀行業務を進めるうえで大変面白いエリアだと

思うのです。 

　新しい事業の芽がどう育つのか正しく評価できる──

DBJの行員がそんな投資目線を持つための鍵は、お客様へ

のアクセス力、そして情報力にあると思います。そのため私

は今、全営業担当者に対して、今までの何倍も多くお客様

を訪問し、会話をし、そこで得た情報を全員で共有して欲し

いと言っています。足で稼いだ情報を多角的な視点から分

析することで、お客様企業の新しい成長の芽を見出し、摘

み取ることができると思うからです。 

　ローン中心の金融機能に成長力に着目した投資機能を

加えることで、地域の発展にさらに貢献できる──そんな確

信のもと、関西支店はユニークな地域企業の社業の発展

を支援していきたいと考えています。 

Voice from Customer .1

長
期
的
な

視
点
に

銀
行
の

独
自
性
を

感
じ
る

株式会社　松野金型製作所 
代表取締役 

松野　行秀氏 

　九州進出は夢でしたが資金調達は容易ではなく、前

途多難と考えていたときにDBJと出会うことで、話が一

気に前進し始めました。 

　DBJには、短期的に物事を見るのではなく、長期的な

視点から金型業界の中における当社の位置づけを明確

にするとともに、金型業界全体を支援しようとする姿勢が

強く、銀行としての独自性を感じています。また、私がや

ろうとしていることに対して「それは無理です」、逆に私が

無理と考えていることに対して「それはやるべきです」と

忌憚なく言ってくれるのも有り難かった。今回、もしＤＢＪ

が間に入って関係者との調整に動いていなかったら、九

州進出という夢は実現していなかったでしょう。 

　今後、ＤＢＪには２つの期待を持っています。１つはメー

カーとの橋渡しです。当社は2次下請け的存在なのですが、

九州進出を機に新たな成型分野に挑戦し、脱下請けを

図りたいと考えています。メーカーの製品企画段階から

当社が参画することで、短期的にも長期的にもメーカー

にメリットある提案が可能です。その実現に向けて、大企

業に強い顧客基盤を持つDBJにメーカーとの橋渡しをし

て欲しいと考えています。 

　また、海外展開への支援も期待したい所です。欧州に

は大きなビジネスチャンスがあるのですが、当社単独での

進出は不可能。何社かの連携が必要です。その際、中立・

公平な立場で全体の事業推進や利害調整、資金面で

の支援等が必要なので、ぜひその役割を担っていただき

たいと考えています。 

 

 

D

（注1）環境格付融資 
環境配慮型経営に取り組む企業の資金調達を支援するもので、環境対策事業に係る設備資金に加えて、
研究開発資金、リサイクル費用などの非設備資金も対象となる。 

（注2）日本合成化学工業 
1927年に日本初の合成酢酸メーカーとして設立。その誘導品であるポリビニルアルコール（ＰＶＯＨ）や
エチレン・ビニルアルコール共重合（ＥＶＯＨ）樹脂では世界有数のシェアを有する。今日では、液晶ＴＶ・
ディスプレイ向け偏光板用ＰＶＯＨフィルムを始めとする情報電子材料や環境にやさしい水系エマルジョン
など、今後の成長が期待される分野にも注力している。 
 
 

さ
ら
に
高
い

レ
ベ
ル
の

環
境
経
営
を

め
ざ
し
た
い

日本合成化学工業株式会社 
取締役社長 

小笠原　憲一氏 

　かつて昭和40年代に公害問題が深刻化する中で、

当社ではいち早く環境に悪影響を及ぼす活動を排除

するということを徹底してきました。「環境にやさしく」

を経営ビジョンに掲げ、今日では地球温暖化防止に役

立つ事業にも取り組んでいます。たとえば食品包装材

料に使用されるＥＶＯＨ樹脂は環境にやさしい成分で

構成されていることに加え、酸素バリア性という機能で

常温下でも食品の長期保存を可能にすることから、冷

蔵庫などの保存エネルギーの負荷低減につながると

いった具合に、製品自体のエネルギー効率を高めるこ

とで地球環境の保全に貢献することをめざしています。 

　DBJの環境格付融資は第三者機関による評価とし

て、当社の環境経営への積極的な取り組みを社会に

認めてもらううえで非常に有効と感じています。化学

業界も国際競争力の強化に向けて新たな展開が必

要です。その際、DBJにはこの融資制度の社会的知

名度のさらなる向上とともに、技術面に関する調査機

能を充実させて、世のため地球のためになる金融活動

を行って欲しいと思います。そしてDBJの審査を通れ

ば他の金融機関も認めるという形が理想です。当社

は今後も社会に役立つ、環境にやさしい製品を提供し

ていきます。DBJには引き続き、そうした事業への支援

を期待しています。 
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Ｂ
Ｊ
関
西
支
店
で
は
、
地

域
活
性
化
支
援
に
向
け

た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
関
西
地
域
の
企
業
・
地
域
金

融
機
関
等
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
応
え
る
べ
く
、２
つ
の
専

門
グ
ル
ー
プ
「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ（
Ｆ
Ｓ
Ｇ
）」

「
地
域
金
融
機
関
連
携
グ
ル
ー
プ（
Ｒ

Ｂ
Ｇ
）」
を
設
置
し
て
い
る
の
だ
。 

　
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
に
つ
い

て
業
務
第
１
課
の
福
留
浩
二
は

言
う
。 

　
「
Ｆ
Ｓ
Ｇ
は
、地
域
企
業
の
高
度

な
金
融
・
財
務
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
を
行
う
グ
ル
ー

プ
で
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
、
不

動
産
等
各
種
ア
セ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
、バ
イ
ア
ウ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
事
業
再

生
等
の
金
融
手
法
を
提
供
し
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
Ｒ
Ｂ
Ｇ
は
、
濃
密
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
各
地
域
金
融
機
関

と
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
で
地
域

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
確
実
に
ア
ク
セ
ス

す
べ
く
、
地
域
金
融
機
関
の
総
合

窓
口
と
な
る
グ
ル
ー
プ
で
、
環
境
・

防
災
格
付
融
資
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

等
へ
の
知
的
財
産
権
担
保
ス
キ
ー

ム
、
技
術
事
業
化
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
に
加
え
、
地
域
企
業
の
事
業

再
構
築
・
Ｍ
＆
Ａ
支
援
、
地
方
自

治
体
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
再
生

等
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
も
提
案
・
連

携
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
06
年

７
月
に
ス
タ
ー
ト
。
相
談
依
頼
も

順
調
に
増
え
て
い
ま
す
」 

 

心
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク 

 

う
１
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
が
あ
る
。「
リ
ベ
ロ
」
の

存
在
だ
。「
リ
ベ
ロ
」
と
は
イ
タ
リ
ア

語
で
「
自
由
な
人
」
と
い
う
意
味
で
、

一
般
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー

の
守
備
専
門
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
指

す
が
、
関
西
支
店
で
は
そ
の
リ
ベ
ロ

役
を
果
た
す
専
任
担
当
者
を
設

置
し
て
い
る
の
だ
。 

　
「
Ｓ
Ｆ
Ｇ
や
Ｒ
Ｂ
Ｇ
の
活
動
を
通

じ
て
も
、や
は
り
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
リ
ベ
ロ
は
、

よ
り
機
動
的
に
地
域
企
業
や
地

域
金
融
機
関
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
作
っ
て
、
身
近
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
狙
い
で
設
け

ら
れ
た„
機
能
“

で
、い
わ
ば
Ｒ

Ｂ
Ｇ
の
別
動
隊
。

各
課
の
業
務

分
掌
を
超
え

て
相
談
を
受
け
、

自
ら
与
信
判

断
を
行
い
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
支
援
を

行
い
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｇ
や

Ｒ
Ｂ
Ｇ
は
組
織
ベ
ー
ス
の
、

リ
ベ
ロ
は
人
ベ
ー
ス
の
関

係
を
軸
に
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
提
案
を
行
う
と
い

う
わ
け
で
す
」（
福
留
） 

　
そ
の
リ
ベ
ロ
担
当
に

指
名
さ
れ
て
い
る
の
が
、

鵜
殿
（
う
ど
の
）
裕
だ
。

そ
の
役
割
上
、
自
己
完

結
的
に
動
く
リ
ベ
ロ
に

は
、豊
富
な
業
務
経
験
、

的
確
な
判
断
力
や
提
案
力
、
そ

し
て
何
よ
り
も
人
間
的
な
魅
力

が
求
め
ら
れ
る
。 

　
鵜
殿
は
、
自
身
に
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
肩
書
き
を
付
け
て
い
る
。「
心

の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
担
当
」
。
鵜
殿
自

ら
考
え
た
と
い
う
そ
の
名
称
は
、

「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
運
転
資
金
で
は
あ
ま

り
お
役
に
立
て
な
い
の
で
、い
わ

ゆ
る
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
は
な
れ
な

い
の
で
す
が
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
て
名
付
け
た
も
の
」

（
鵜
殿
）
と
い
う
。 

 

産
業
支
援
の
観
点
か
ら 

 

う
し
た
リ
ベ
ロ
活
動
の
成

果
の
１
つ
が
、東
大
阪
の
金

型
メ
ー
カ
ー
・
松
野
金
型
製
作
所

に
対
す
る
支
援
だ
。
三
重
県
に
拠

点
を
置
く
第
三
銀
行
か
ら
話
が

持
込
ま
れ
た
の
は
07
年
3
月
。「
九

州
進
出
を
計
画
し
て
い
る
東
大
阪

の
金
型
メ
ー
カ
ー
を
何
と
か
支
援

し
た
い
が
、
営
業
域
外
な
の
で
課

題
も
多
い
。い
い
方
法
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
協
力
要
請
を
受
け
ま

し
た
」（
鵜
殿
） 

　
鵜
殿
は
早
速
、
同
社
社
長
の

松
野
行
秀
氏
と
会
い
、
九
州
進

出
の
狙
い
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
分
か
っ
た
の

は
―
―
同
社
は
、
携
帯
電
話
お
よ

び
自
動
車
用
部
品
向
け
を
中
心

と
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
精
密
金
型

メ
ー
カ
ー
と
し
て
高
い
技
術
力
を

有
し
、
情
報
化
投
資
や
製
造
工

程
の
機
会
化
・
シ
ス
テ
ム
化
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。一
方
、

大
阪
本
社
工
場
の
老
朽
化
が
進

み
、
ま
た
製
品
の
精
度
向
上
等
の

た
め
の
内
製
化
に
向
け
て
工
場
ス

ペ
ー
ス
の
拡
張
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
が
、
大
阪
本
社
敷
地
内
に
は

そ
の
余
裕
が
な
い
。一
方
、
九
州

に
は
取
引
先
と
な
る
自
動
車
、

電
機
等
の
企
業
も
多
い
中
、
金

型
メ
ー
カ
ー
の
社
数
は
少
な
く
、

商
圏
の
拡
大
が
可
能
で
あ
る
―
―

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
同

社
に
と
っ
て
九
州
進
出
は
、
次
の

成
長
ス
テ
ー
ジ
へ
の
飛
躍
を
懸
け

た
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
だ
。 

　
こ
こ
は
地
域
企
業
、
そ
し
て
金

型
産
業
の
将
来
の
た
め
に
も
役
立

ち
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
鵜
殿

は
支
援
を
開
始
し
た
。
具
体
的
に
は
、 

　
【
４
月
】
同
社
よ
り
用
地
探
し

の
要
請
を
受
け
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
九
州
支

店
を
通
じ
て
佐
賀
県
庁
等
を
紹

介
。
松
野
氏
は
候
補
地
の
選
定

を
開
始
。 

　
【
８
月
】
同
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク

で
あ
る
南
都
銀
行
を
訪
ね
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
関
西
支
店
の
支
援
に
つ
い
て
説

明
。
同
行
か
ら
は
「
営
業
域
外
に

つ
き
、
対
応
が
難
し
い
の
で
協
力

よ
ろ
し
く
」
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

後
日
、
南
都
・
第
三
両
行
か
ら
債

務
保
証
の
相
談
が
持
込
ま
れ
た
。

両
行
は
「
建
設
資
金
に
つ
い
て
は

ぜ
ひ
支
援
し
た
い
が
、
営
業
域
外

な
の
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
管
理
）
が

で
き
な
い
。
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
Ｄ
Ｂ

Ｊ
に
債
務
保
証
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
期
待
を
示
す
。 

　
【
10
月
】
同
社
を
訪
問
し
、
九

州
工
場
の
設
備
投
資
に
関
す
る
金

融
の
見
方
を
説
明
。「
必
要
以
上

に
借
入
金
を
増
や
す
と
、
将
来
の

経
営
が
不
安
定
に
な
る
。
借
入
額

は
極
力
抑
え
る
方
向
で
」
と
過
大

投
資
へ
の
牽
制
を
行
う
。 

中
長
期
的
視
野
に
立
っ
て 

 

う
し
た
過
程
を
経
て
12
月
、

同
社
は
佐
賀
県
三
養
基（
み

や
き
）
郡
基
山
町
の
工
場
団
地
へ

の
進
出
を
決
定
。一
方
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
で

は
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
同
社

の
事
業
性
を
検
討
、
支
援
可
能

と
判
断
。
こ
れ
を
受
け
て
08
年
５

月
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
債
務
保
証
に
よ
っ

て
南
都
・
第
三
両
行
が
融
資
を

実
行
。
松
野
金
型
製
作
所
の
九

州
基
山
工
場
は
、
無
事
に
操
業

を
開
始
し
た
。 

　
「
事
業
性
の
審
査
は
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の

お
家
芸
と
も
言
え
る
部
分
。一
般

の
金
融
機
関
の
場
合
、
財
務
諸
表

中
心
に
企
業
の
信
用
力
を
判
断

す
る
た
め
、
会

社
の
成
長
性
、

事
業
の
将
来

性
に
つ
い
て
の

見
極
め
に
必

ず
し
も
重
き

を
置
い
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、
中
長

期
的
な
視
点
か
ら
事
業
性
を
判

断
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、本
件
で
は

ユ
ー
ザ
ー
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
し
て
携
帯

電
話
や
自
動
車
部
品
の
成
型
メ
ー

カ
ー
５
社
を
回
り
、
当
社
の
市
場

で
の
評
価
を
確
認
し
た
の
で
す
が
、

い
ず
れ
の
メ
ー
カ
ー
で
も
同
社
の
金

型
製
品
は
中
核
部
分
で
使
わ
れ
て

い
て
、そ
の
事
業
性
に
は
問
題
が
な

い
と
の
確
証
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」（
鵜
殿
） 

　
こ
の
支
援
に
お
い
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
２

つ
の
役
割
を
果
た
し
た
。
第
１
は

地
域
金
融
機
関
の
営
業
エ
リ
ア
外

に
お
け
る
顧
客
サ
ー
ビ
ス
へ
の
後

方
支
援
だ
。
営
業
エ
リ
ア
内
に
密

度
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
地

域
金
融
機
関
と
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
つ
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
連
携
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
お
客
様
に
ベ
ス
ト
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
。 

　
第
２
は
地
域
金
融
機
関
の
融

資
に
対
す
る
呼
び
水
効
果
だ
。
Ｄ

Ｂ
Ｊ
の
債
務
保
証
に
よ
っ
て
、南
都
・

第
三
両
行
の
審
査
時
に
お
け
る

同
社
の
評
価
が
上
が
り
、
長
期
資

金
の
供
給
が
可
能
に
な
る
と
と

も
に
短
期
資
金
枠
が
増
加
し
た

の
だ
。 

「
私
は
よ
く
お
客
様
に
、Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
会
社
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
事
に

す
る
銀
行
で
す
、と
言
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、

弱
み
を
潰
し
な
が
ら
、
次
の
成
長

に
つ
な
げ
て
行
く
。
そ
の
ス
ト
ー
リ

ー
が
納
得
で
き
れ
ば
、
そ
の
実
現

を
全
力
で
お
手
伝
い
す
る
銀
行
で

す
、
と
。
そ
し
て
私
の
使
命
は
、
お

客
様
が
ベ
ス
ト
の
選
択
が
で
き
る

よ
う
手
助
け
す
る
こ
と
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ

と
お
付
き
合
い
頂
け
れ
ば
、
お
客

様
に
と
っ
て
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
。

そ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
の
で
す
」 

　
そ
う
語
る
鵜
殿
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が

掲
げ
る
カ
ス
タ
マ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト

を
実
現
す
る
た
め
、
日
々
お
客
様

の
相
談
を
受
け
て
い
る
。 

     

企
業
の
環
境
経
営
を
支
援 

 

Ｂ
Ｊ
で
は
、
04
年
に
環
境

配
慮
型
経
営
促
進
事
業（
Ｄ

Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資
、
注
1
）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
以
来
、
そ
の
実

施
に
注
力
し
て
い
る
が
、
こ
の
環

境
格
付
融
資
の
実
績
が
多
い
の

も
関
西
支
店
の
特
徴
だ
。
環
境

格
付
融
資
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
開
発
し

た
格
付
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
企
業

の
環
境
経
営
度
を
評
点
化
し
、
優

れ
た
企
業
を
選
定
。
そ
の
得
点
ラ

ン
ク
に
応
じ
て
３
段
階
の
適
用
金

利
を
設
定
す
る
と
い
う
、「
環
境

格
付
」
の
専
門
手
法
を
導
入
し

た
世
界
初
の
融
資
メ
ニ
ュ
ー
だ
。 

　
な
ぜ
、
関
西
で
環
境
格
付
融
資

が
多
い
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

業
務
第
２
課
の
横
森
大
典
は
言
う
。

「
関
西
地
域
は
素
材
系
産
業
、
化

学
メ
ー
カ
ー
の
集
積
が
多
く
、
環

境
へ
の
取
り
組
み
が
早
く
か
ら
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
を
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
機
会
が
多
く
な
く
、
第
三
者
的

評
価
も
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
と

い
う
状
況
の
中
で
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
環

境
格
付
融
資
が
そ
れ
を
可
能
に

す
る
も
の
と
し
て
好
感
さ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
」 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
こ
れ
ま
で
に
実
行
し

た
環
境
格
付
融
資
は
1
5
4
件

（
2
0
0
9
年
２
月
末
現
在
）
。

う
ち
関
西
支
店
の
実
行
分
は
41

件
に
上
る
。
そ
の
中
で
実
行
回
数
、

ラ
ン
ク
と
も
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
の

が
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
の
日
本
合

成
化
学
工
業（
注
２
）だ
。
同
社
は
、

化
学
産
業
界
の
環
境
・
安
全
・
健

康
の
確
保
に
関
す
る
自
主
管
理

活
動
で
あ
る
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ

ア
活
動
に
基
づ
き
、
環
境

お
よ
び
安
全
面
を
重
視

し
た
グ
ル
ー
プ
経
営
を

展
開
し
て
お
り
、
05
年

度
以
来
、
４
年
連
続
で

環
境
格
付
を
取
得
、
し

か
も
06
年
度
か
ら
は
「
環

境
へ
の
配
慮
に
対
す
る

取
り
組
み
が
特
に
先
進

的
」
と
い
う
最
高
ラ
ン
ク

の
格
付
を
化
学
業
界
で

初
め
て
３
年
連
続
で
取

得
し
た
。 

　
「
環
境
格
付
シ
ス
テ
ム
は
、
経

営
全
般
、
事
業
関
連
、パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
関
連
の
３
分
野
、
合
計
約
１

２
０
の
評
価
項
目
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
全
体
評
価
の
満
点
は
２
５
０

点
で
、
評
価
の
結
果
、
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
を
次
年
度
以
降
改

善
す
る
こ
と
で
、
得
点
の
ア
ッ
プ
も

期
待
さ
れ
ま
す
し
、
会
社
の
環
境

経
営
度
も
高
ま
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
同
社
は
、こ
の
間
着
実
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
」

（
横
森
） 

 

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
存
在
感
を
高
め
る 

 

境
格
付
融
資
は
、
企
業
に

と
っ
て
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
ま
ず
Ｉ
Ｒ
効
果
と
し
て
環

境
経
営
に
取
り
組
む
姿
勢
の
対

外
的
ア
ピ
ー
ル
が
可
能
だ
。
次
に
、

財
務
面
で
は
環
境
配
慮
へ
の
先
進

度
に
応
じ
た
金
利
優
遇
が
あ
る
。

そ
し
て
社
内
管
理
面
で
は
、
環
境

対
策
に
つ
い
て
の
客
観
的
評
価
が

得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
環
境
対
策

現
場
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
効
果

が
期
待
で
き
る
。 

　
こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
の
浸
透
が
、

同
社
に
お
け
る
環
境
格
付
融
資

の
継
続
的
な
利
用
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
。「
同
社
の
場
合
、

財
務
体
質
改
善
へ
の
取
組
み
を

進
め
る
中
、
環
境
格
付
融
資
の

特
徴
を
理
解
し
て
頂
き
、
当
該

格
付
を
取
得
す
れ
ば
、い
ろ
い
ろ

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
そ
う
だ
と

し
て
、
同
融
資
を
継
続
し
て
活

用
頂
い
て
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
同
社
の
環
境
経
営
へ
の

取
り
組
み
を
側
面
か
ら
支
援
し
、

同
融
資
の
継
続
的
な
活
用
を
お

願
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
横
森
） 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
環
境
格
付
融
資

の
ほ
か
に
も
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
関
連
商
品

と
し
て
防
災
格
付
融
資
を
提
供

し
て
い
る
。
横
森
は
、
こ
う
し
た

独
自
商
品
を
含
め
、
民
営
化
に
よ

っ
て
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
が
充
実
し
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
を
も
っ

と
積
極
的
に
活
用
し
て
欲
し
い

と
い
う
。 

　
「
お
客
様
か
ら
、
し
ば
ら
く
大

き
な
投
資
が
な
い
の
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と

は
返
済
だ
け
の
関
係
に
な
り
ま

す
ね
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
設
備
投
資
資
金

を
長
期
・
固
定
金
利
で
提
供
す
る

金
融
機
関
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
す
が
、
民
営
化
後
は
海
外

融
資
、
運
転
資
金
な
ど
も
提
供
で

き
る
よ
う
に

な
り
、
銀
行
と

し
て
の
引
出

し
は
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
調

査
部
や
各
業

種
の
所
管
部

が
あ
る
本
店

と
連
携
し

て
、
他
の

民
間
金
融

機
関
で
は

難
し
い
行

政
関
係
の

情
報
や
経

済
・
産
業

に
関
す
る

独
自
の
情

報
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
で
き

る
の
で
、
従
来
以
上
に
お
役
に
立

て
る
と
思
い
ま
す
」 

　
こ
う
し
て
横
森
は
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
金
融
機
関
と
し
て
の
Ｄ
Ｂ

Ｊ
の
存
在
感
を
高
め
る
た
め
に
、

今
日
も
お
客
様
と
の
対
話
を
続

け
て
い
る
。 

 

も 

そ 

こ 

D
 

環
 



地

域

か

ら

未

来

を

創

る

リレーションシップ最前線 ～関西支店～ 

Applying financial expertise to design the future5 Applying financial expertise to design the future 4

リレーションシップ最前線 ～関西支店～ 

Scene

1

Scene

2

リレーションシップ最前線 ～関西支店～ 

Applying financial expertise to design the future7 Applying financial expertise to design the future 6

リレーションシップ最前線 ～関西支店～ 

Voice from Customer .2

リレーションシップ最前線 ～関西支店～ 

Applying financial expertise to design the future9 Applying financial expertise to design the future 8

リレーションシップ最前線 ～関西支店～ 

Message from General Manager

関西の産業構造の

多様性に学び

地域の発展に貢献したい

常務執行役員　関西支店長　加納　望 

　最近の関西の明るい話題に、今年１月に打ち上げられた

人工衛星「まいど１号」の成功があります。東大阪の多様

な中小企業の技術力を結集し、7年がかりで作ったという同

衛星は、関西のモノづくり能力の優秀さを示す好例です。 

　このことに象徴されるように、関西経済の特徴は産業構

造の多様性にありますが、私はこの多様性について学ぶこ

とでDBJも成長できると思っています。つまりDBJが従前行

ってきたローン中心の金融では、企業の安定性が重要だっ

たのに対して、今後DBJが注力していく投資の分野では成

長性が重要になります。産業構造の多様性は、成長性のあ

る企業が生まれる素地が大きいことを意味しており、関西は

DBJが投資銀行業務を進めるうえで大変面白いエリアだと

思うのです。 

　新しい事業の芽がどう育つのか正しく評価できる──

DBJの行員がそんな投資目線を持つための鍵は、お客様へ

のアクセス力、そして情報力にあると思います。そのため私

は今、全営業担当者に対して、今までの何倍も多くお客様

を訪問し、会話をし、そこで得た情報を全員で共有して欲し

いと言っています。足で稼いだ情報を多角的な視点から分

析することで、お客様企業の新しい成長の芽を見出し、摘

み取ることができると思うからです。 

　ローン中心の金融機能に成長力に着目した投資機能を

加えることで、地域の発展にさらに貢献できる──そんな確

信のもと、関西支店はユニークな地域企業の社業の発展

を支援していきたいと考えています。 

Voice from Customer .1

長
期
的
な

視
点
に

銀
行
の

独
自
性
を

感
じ
る

株式会社　松野金型製作所 
代表取締役 

松野　行秀氏 

　九州進出は夢でしたが資金調達は容易ではなく、前

途多難と考えていたときにDBJと出会うことで、話が一

気に前進し始めました。 

　DBJには、短期的に物事を見るのではなく、長期的な

視点から金型業界の中における当社の位置づけを明確

にするとともに、金型業界全体を支援しようとする姿勢が

強く、銀行としての独自性を感じています。また、私がや

ろうとしていることに対して「それは無理です」、逆に私が

無理と考えていることに対して「それはやるべきです」と

忌憚なく言ってくれるのも有り難かった。今回、もしＤＢＪ

が間に入って関係者との調整に動いていなかったら、九

州進出という夢は実現していなかったでしょう。 

　今後、ＤＢＪには２つの期待を持っています。１つはメー

カーとの橋渡しです。当社は2次下請け的存在なのですが、

九州進出を機に新たな成型分野に挑戦し、脱下請けを

図りたいと考えています。メーカーの製品企画段階から

当社が参画することで、短期的にも長期的にもメーカー

にメリットある提案が可能です。その実現に向けて、大企

業に強い顧客基盤を持つDBJにメーカーとの橋渡しをし

て欲しいと考えています。 

　また、海外展開への支援も期待したい所です。欧州に

は大きなビジネスチャンスがあるのですが、当社単独での

進出は不可能。何社かの連携が必要です。その際、中立・

公平な立場で全体の事業推進や利害調整、資金面で

の支援等が必要なので、ぜひその役割を担っていただき

たいと考えています。 

 

 

D

（注1）環境格付融資 
環境配慮型経営に取り組む企業の資金調達を支援するもので、環境対策事業に係る設備資金に加えて、
研究開発資金、リサイクル費用などの非設備資金も対象となる。 

（注2）日本合成化学工業 
1927年に日本初の合成酢酸メーカーとして設立。その誘導品であるポリビニルアルコール（ＰＶＯＨ）や
エチレン・ビニルアルコール共重合（ＥＶＯＨ）樹脂では世界有数のシェアを有する。今日では、液晶ＴＶ・
ディスプレイ向け偏光板用ＰＶＯＨフィルムを始めとする情報電子材料や環境にやさしい水系エマルジョン
など、今後の成長が期待される分野にも注力している。 
 
 

さ
ら
に
高
い

レ
ベ
ル
の

環
境
経
営
を

め
ざ
し
た
い

日本合成化学工業株式会社 
取締役社長 

小笠原　憲一氏 

　かつて昭和40年代に公害問題が深刻化する中で、

当社ではいち早く環境に悪影響を及ぼす活動を排除

するということを徹底してきました。「環境にやさしく」

を経営ビジョンに掲げ、今日では地球温暖化防止に役

立つ事業にも取り組んでいます。たとえば食品包装材

料に使用されるＥＶＯＨ樹脂は環境にやさしい成分で

構成されていることに加え、酸素バリア性という機能で

常温下でも食品の長期保存を可能にすることから、冷

蔵庫などの保存エネルギーの負荷低減につながると

いった具合に、製品自体のエネルギー効率を高めるこ

とで地球環境の保全に貢献することをめざしています。 

　DBJの環境格付融資は第三者機関による評価とし

て、当社の環境経営への積極的な取り組みを社会に

認めてもらううえで非常に有効と感じています。化学

業界も国際競争力の強化に向けて新たな展開が必

要です。その際、DBJにはこの融資制度の社会的知

名度のさらなる向上とともに、技術面に関する調査機

能を充実させて、世のため地球のためになる金融活動

を行って欲しいと思います。そしてDBJの審査を通れ

ば他の金融機関も認めるという形が理想です。当社

は今後も社会に役立つ、環境にやさしい製品を提供し

ていきます。DBJには引き続き、そうした事業への支援

を期待しています。 

 

    

2
つ
の
専
門
グ
ル
ー
プ 

 

Ｂ
Ｊ
関
西
支
店
で
は
、
地

域
活
性
化
支
援
に
向
け

た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
関
西
地
域
の
企
業
・
地
域
金

融
機
関
等
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
応
え
る
べ
く
、２
つ
の
専

門
グ
ル
ー
プ
「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ（
Ｆ
Ｓ
Ｇ
）」

「
地
域
金
融
機
関
連
携
グ
ル
ー
プ（
Ｒ

Ｂ
Ｇ
）」
を
設
置
し
て
い
る
の
だ
。 

　
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
に
つ
い

て
業
務
第
１
課
の
福
留
浩
二
は

言
う
。 

　
「
Ｆ
Ｓ
Ｇ
は
、地
域
企
業
の
高
度

な
金
融
・
財
務
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
を
行
う
グ
ル
ー

プ
で
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
、
不

動
産
等
各
種
ア
セ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
、バ
イ
ア
ウ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
事
業
再

生
等
の
金
融
手
法
を
提
供
し
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
Ｒ
Ｂ
Ｇ
は
、
濃
密
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
各
地
域
金
融
機
関

と
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
で
地
域

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
確
実
に
ア
ク
セ
ス

す
べ
く
、
地
域
金
融
機
関
の
総
合

窓
口
と
な
る
グ
ル
ー
プ
で
、
環
境
・

防
災
格
付
融
資
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

等
へ
の
知
的
財
産
権
担
保
ス
キ
ー

ム
、
技
術
事
業
化
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
に
加
え
、
地
域
企
業
の
事
業

再
構
築
・
Ｍ
＆
Ａ
支
援
、
地
方
自

治
体
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
再
生

等
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
も
提
案
・
連

携
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
06
年

７
月
に
ス
タ
ー
ト
。
相
談
依
頼
も

順
調
に
増
え
て
い
ま
す
」 

 

心
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク 

 

う
１
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
が
あ
る
。「
リ
ベ
ロ
」
の

存
在
だ
。「
リ
ベ
ロ
」
と
は
イ
タ
リ
ア

語
で
「
自
由
な
人
」
と
い
う
意
味
で
、

一
般
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー

の
守
備
専
門
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
指

す
が
、
関
西
支
店
で
は
そ
の
リ
ベ
ロ

役
を
果
た
す
専
任
担
当
者
を
設

置
し
て
い
る
の
だ
。 

　
「
Ｓ
Ｆ
Ｇ
や
Ｒ
Ｂ
Ｇ
の
活
動
を
通

じ
て
も
、や
は
り
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
リ
ベ
ロ
は
、

よ
り
機
動
的
に
地
域
企
業
や
地

域
金
融
機
関
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
作
っ
て
、
身
近
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
狙
い
で
設
け

ら
れ
た„
機
能
“

で
、い
わ
ば
Ｒ

Ｂ
Ｇ
の
別
動
隊
。

各
課
の
業
務

分
掌
を
超
え

て
相
談
を
受
け
、

自
ら
与
信
判

断
を
行
い
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
支
援
を

行
い
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｇ
や

Ｒ
Ｂ
Ｇ
は
組
織
ベ
ー
ス
の
、

リ
ベ
ロ
は
人
ベ
ー
ス
の
関

係
を
軸
に
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
提
案
を
行
う
と
い

う
わ
け
で
す
」（
福
留
） 

　
そ
の
リ
ベ
ロ
担
当
に

指
名
さ
れ
て
い
る
の
が
、

鵜
殿
（
う
ど
の
）
裕
だ
。

そ
の
役
割
上
、
自
己
完

結
的
に
動
く
リ
ベ
ロ
に

は
、豊
富
な
業
務
経
験
、

的
確
な
判
断
力
や
提
案
力
、
そ

し
て
何
よ
り
も
人
間
的
な
魅
力

が
求
め
ら
れ
る
。 

　
鵜
殿
は
、
自
身
に
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
肩
書
き
を
付
け
て
い
る
。「
心

の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
担
当
」
。
鵜
殿
自

ら
考
え
た
と
い
う
そ
の
名
称
は
、

「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
運
転
資
金
で
は
あ
ま

り
お
役
に
立
て
な
い
の
で
、い
わ

ゆ
る
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
は
な
れ
な

い
の
で
す
が
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
て
名
付
け
た
も
の
」

（
鵜
殿
）
と
い
う
。 

 

産
業
支
援
の
観
点
か
ら 

 

う
し
た
リ
ベ
ロ
活
動
の
成

果
の
１
つ
が
、東
大
阪
の
金

型
メ
ー
カ
ー
・
松
野
金
型
製
作
所

に
対
す
る
支
援
だ
。
三
重
県
に
拠

点
を
置
く
第
三
銀
行
か
ら
話
が

持
込
ま
れ
た
の
は
07
年
3
月
。「
九

州
進
出
を
計
画
し
て
い
る
東
大
阪

の
金
型
メ
ー
カ
ー
を
何
と
か
支
援

し
た
い
が
、
営
業
域
外
な
の
で
課

題
も
多
い
。い
い
方
法
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
協
力
要
請
を
受
け
ま

し
た
」（
鵜
殿
） 

　
鵜
殿
は
早
速
、
同
社
社
長
の

松
野
行
秀
氏
と
会
い
、
九
州
進

出
の
狙
い
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
分
か
っ
た
の

は
―
―
同
社
は
、
携
帯
電
話
お
よ

び
自
動
車
用
部
品
向
け
を
中
心

と
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
精
密
金
型

メ
ー
カ
ー
と
し
て
高
い
技
術
力
を

有
し
、
情
報
化
投
資
や
製
造
工

程
の
機
会
化
・
シ
ス
テ
ム
化
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。一
方
、

大
阪
本
社
工
場
の
老
朽
化
が
進

み
、
ま
た
製
品
の
精
度
向
上
等
の

た
め
の
内
製
化
に
向
け
て
工
場
ス

ペ
ー
ス
の
拡
張
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
が
、
大
阪
本
社
敷
地
内
に
は

そ
の
余
裕
が
な
い
。一
方
、
九
州

に
は
取
引
先
と
な
る
自
動
車
、

電
機
等
の
企
業
も
多
い
中
、
金

型
メ
ー
カ
ー
の
社
数
は
少
な
く
、

商
圏
の
拡
大
が
可
能
で
あ
る
―
―

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
同

社
に
と
っ
て
九
州
進
出
は
、
次
の

成
長
ス
テ
ー
ジ
へ
の
飛
躍
を
懸
け

た
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
だ
。 

　
こ
こ
は
地
域
企
業
、
そ
し
て
金

型
産
業
の
将
来
の
た
め
に
も
役
立

ち
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
鵜
殿

は
支
援
を
開
始
し
た
。
具
体
的
に
は
、 

　
【
４
月
】
同
社
よ
り
用
地
探
し

の
要
請
を
受
け
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
九
州
支

店
を
通
じ
て
佐
賀
県
庁
等
を
紹

介
。
松
野
氏
は
候
補
地
の
選
定

を
開
始
。 

　
【
８
月
】
同
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク

で
あ
る
南
都
銀
行
を
訪
ね
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
関
西
支
店
の
支
援
に
つ
い
て
説

明
。
同
行
か
ら
は
「
営
業
域
外
に

つ
き
、
対
応
が
難
し
い
の
で
協
力

よ
ろ
し
く
」
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

後
日
、
南
都
・
第
三
両
行
か
ら
債

務
保
証
の
相
談
が
持
込
ま
れ
た
。

両
行
は
「
建
設
資
金
に
つ
い
て
は

ぜ
ひ
支
援
し
た
い
が
、
営
業
域
外

な
の
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
管
理
）
が

で
き
な
い
。
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
Ｄ
Ｂ

Ｊ
に
債
務
保
証
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
期
待
を
示
す
。 

　
【
10
月
】
同
社
を
訪
問
し
、
九

州
工
場
の
設
備
投
資
に
関
す
る
金

融
の
見
方
を
説
明
。「
必
要
以
上

に
借
入
金
を
増
や
す
と
、
将
来
の

経
営
が
不
安
定
に
な
る
。
借
入
額

は
極
力
抑
え
る
方
向
で
」
と
過
大

投
資
へ
の
牽
制
を
行
う
。 

中
長
期
的
視
野
に
立
っ
て 

 

う
し
た
過
程
を
経
て
12
月
、

同
社
は
佐
賀
県
三
養
基（
み

や
き
）
郡
基
山
町
の
工
場
団
地
へ

の
進
出
を
決
定
。一
方
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
で

は
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
同
社

の
事
業
性
を
検
討
、
支
援
可
能

と
判
断
。
こ
れ
を
受
け
て
08
年
５

月
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
債
務
保
証
に
よ
っ

て
南
都
・
第
三
両
行
が
融
資
を

実
行
。
松
野
金
型
製
作
所
の
九

州
基
山
工
場
は
、
無
事
に
操
業

を
開
始
し
た
。 

　
「
事
業
性
の
審
査
は
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の

お
家
芸
と
も
言
え
る
部
分
。一
般

の
金
融
機
関
の
場
合
、
財
務
諸
表

中
心
に
企
業
の
信
用
力
を
判
断

す
る
た
め
、
会

社
の
成
長
性
、

事
業
の
将
来

性
に
つ
い
て
の

見
極
め
に
必

ず
し
も
重
き

を
置
い
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、
中
長

期
的
な
視
点
か
ら
事
業
性
を
判

断
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、本
件
で
は

ユ
ー
ザ
ー
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
し
て
携
帯

電
話
や
自
動
車
部
品
の
成
型
メ
ー

カ
ー
５
社
を
回
り
、
当
社
の
市
場

で
の
評
価
を
確
認
し
た
の
で
す
が
、

い
ず
れ
の
メ
ー
カ
ー
で
も
同
社
の
金

型
製
品
は
中
核
部
分
で
使
わ
れ
て

い
て
、そ
の
事
業
性
に
は
問
題
が
な

い
と
の
確
証
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」（
鵜
殿
） 

　
こ
の
支
援
に
お
い
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
２

つ
の
役
割
を
果
た
し
た
。
第
１
は

地
域
金
融
機
関
の
営
業
エ
リ
ア
外

に
お
け
る
顧
客
サ
ー
ビ
ス
へ
の
後

方
支
援
だ
。
営
業
エ
リ
ア
内
に
密

度
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
地

域
金
融
機
関
と
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
つ
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
連
携
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
お
客
様
に
ベ
ス
ト
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
。 

　
第
２
は
地
域
金
融
機
関
の
融

資
に
対
す
る
呼
び
水
効
果
だ
。
Ｄ

Ｂ
Ｊ
の
債
務
保
証
に
よ
っ
て
、南
都
・

第
三
両
行
の
審
査
時
に
お
け
る

同
社
の
評
価
が
上
が
り
、
長
期
資

金
の
供
給
が
可
能
に
な
る
と
と

も
に
短
期
資
金
枠
が
増
加
し
た

の
だ
。 

「
私
は
よ
く
お
客
様
に
、Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
会
社
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
事
に

す
る
銀
行
で
す
、と
言
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、

弱
み
を
潰
し
な
が
ら
、
次
の
成
長

に
つ
な
げ
て
行
く
。
そ
の
ス
ト
ー
リ

ー
が
納
得
で
き
れ
ば
、
そ
の
実
現

を
全
力
で
お
手
伝
い
す
る
銀
行
で

す
、
と
。
そ
し
て
私
の
使
命
は
、
お

客
様
が
ベ
ス
ト
の
選
択
が
で
き
る

よ
う
手
助
け
す
る
こ
と
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ

と
お
付
き
合
い
頂
け
れ
ば
、
お
客

様
に
と
っ
て
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
。

そ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
の
で
す
」 

　
そ
う
語
る
鵜
殿
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が

掲
げ
る
カ
ス
タ
マ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト

を
実
現
す
る
た
め
、
日
々
お
客
様

の
相
談
を
受
け
て
い
る
。 

     

企
業
の
環
境
経
営
を
支
援 

 

Ｂ
Ｊ
で
は
、
04
年
に
環
境

配
慮
型
経
営
促
進
事
業（
Ｄ

Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資
、
注
1
）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
以
来
、
そ
の
実

施
に
注
力
し
て
い
る
が
、
こ
の
環

境
格
付
融
資
の
実
績
が
多
い
の

も
関
西
支
店
の
特
徴
だ
。
環
境

格
付
融
資
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
開
発
し

た
格
付
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
企
業

の
環
境
経
営
度
を
評
点
化
し
、
優

れ
た
企
業
を
選
定
。
そ
の
得
点
ラ

ン
ク
に
応
じ
て
３
段
階
の
適
用
金

利
を
設
定
す
る
と
い
う
、「
環
境

格
付
」
の
専
門
手
法
を
導
入
し

た
世
界
初
の
融
資
メ
ニ
ュ
ー
だ
。 

　
な
ぜ
、
関
西
で
環
境
格
付
融
資

が
多
い
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

業
務
第
２
課
の
横
森
大
典
は
言
う
。

「
関
西
地
域
は
素
材
系
産
業
、
化

学
メ
ー
カ
ー
の
集
積
が
多
く
、
環

境
へ
の
取
り
組
み
が
早
く
か
ら
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
を
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
機
会
が
多
く
な
く
、
第
三
者
的

評
価
も
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
と

い
う
状
況
の
中
で
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
環

境
格
付
融
資
が
そ
れ
を
可
能
に

す
る
も
の
と
し
て
好
感
さ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
」 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
こ
れ
ま
で
に
実
行
し

た
環
境
格
付
融
資
は
1
5
4
件

（
2
0
0
9
年
２
月
末
現
在
）
。

う
ち
関
西
支
店
の
実
行
分
は
41

件
に
上
る
。
そ
の
中
で
実
行
回
数
、

ラ
ン
ク
と
も
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
の

が
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
の
日
本
合

成
化
学
工
業（
注
２
）だ
。
同
社
は
、

化
学
産
業
界
の
環
境
・
安
全
・
健

康
の
確
保
に
関
す
る
自
主
管
理

活
動
で
あ
る
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ

ア
活
動
に
基
づ
き
、
環
境

お
よ
び
安
全
面
を
重
視

し
た
グ
ル
ー
プ
経
営
を

展
開
し
て
お
り
、
05
年

度
以
来
、
４
年
連
続
で

環
境
格
付
を
取
得
、
し

か
も
06
年
度
か
ら
は
「
環

境
へ
の
配
慮
に
対
す
る

取
り
組
み
が
特
に
先
進

的
」
と
い
う
最
高
ラ
ン
ク

の
格
付
を
化
学
業
界
で

初
め
て
３
年
連
続
で
取

得
し
た
。 

　
「
環
境
格
付
シ
ス
テ
ム
は
、
経

営
全
般
、
事
業
関
連
、パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
関
連
の
３
分
野
、
合
計
約
１

２
０
の
評
価
項
目
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
全
体
評
価
の
満
点
は
２
５
０

点
で
、
評
価
の
結
果
、
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
を
次
年
度
以
降
改

善
す
る
こ
と
で
、
得
点
の
ア
ッ
プ
も

期
待
さ
れ
ま
す
し
、
会
社
の
環
境

経
営
度
も
高
ま
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
同
社
は
、こ
の
間
着
実
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
」

（
横
森
） 

 

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
存
在
感
を
高
め
る 

 

境
格
付
融
資
は
、
企
業
に

と
っ
て
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
ま
ず
Ｉ
Ｒ
効
果
と
し
て
環

境
経
営
に
取
り
組
む
姿
勢
の
対

外
的
ア
ピ
ー
ル
が
可
能
だ
。
次
に
、

財
務
面
で
は
環
境
配
慮
へ
の
先
進

度
に
応
じ
た
金
利
優
遇
が
あ
る
。

そ
し
て
社
内
管
理
面
で
は
、
環
境

対
策
に
つ
い
て
の
客
観
的
評
価
が

得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
環
境
対
策

現
場
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
効
果

が
期
待
で
き
る
。 

　
こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
の
浸
透
が
、

同
社
に
お
け
る
環
境
格
付
融
資

の
継
続
的
な
利
用
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
。「
同
社
の
場
合
、

財
務
体
質
改
善
へ
の
取
組
み
を

進
め
る
中
、
環
境
格
付
融
資
の

特
徴
を
理
解
し
て
頂
き
、
当
該

格
付
を
取
得
す
れ
ば
、い
ろ
い
ろ

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
そ
う
だ
と

し
て
、
同
融
資
を
継
続
し
て
活

用
頂
い
て
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
同
社
の
環
境
経
営
へ
の

取
り
組
み
を
側
面
か
ら
支
援
し
、

同
融
資
の
継
続
的
な
活
用
を
お

願
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
横
森
） 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
環
境
格
付
融
資

の
ほ
か
に
も
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
関
連
商
品

と
し
て
防
災
格
付
融
資
を
提
供

し
て
い
る
。
横
森
は
、
こ
う
し
た

独
自
商
品
を
含
め
、
民
営
化
に
よ

っ
て
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
が
充
実
し
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
を
も
っ

と
積
極
的
に
活
用
し
て
欲
し
い

と
い
う
。 

　
「
お
客
様
か
ら
、
し
ば
ら
く
大

き
な
投
資
が
な
い
の
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と

は
返
済
だ
け
の
関
係
に
な
り
ま

す
ね
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
設
備
投
資
資
金

を
長
期
・
固
定
金
利
で
提
供
す
る

金
融
機
関
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
す
が
、
民
営
化
後
は
海
外

融
資
、
運
転
資
金
な
ど
も
提
供
で

き
る
よ
う
に

な
り
、
銀
行
と

し
て
の
引
出

し
は
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
調

査
部
や
各
業

種
の
所
管
部

が
あ
る
本
店

と
連
携
し

て
、
他
の

民
間
金
融

機
関
で
は

難
し
い
行

政
関
係
の

情
報
や
経

済
・
産
業

に
関
す
る

独
自
の
情

報
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
で
き

る
の
で
、
従
来
以
上
に
お
役
に
立

て
る
と
思
い
ま
す
」 

　
こ
う
し
て
横
森
は
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
金
融
機
関
と
し
て
の
Ｄ
Ｂ

Ｊ
の
存
在
感
を
高
め
る
た
め
に
、

今
日
も
お
客
様
と
の
対
話
を
続

け
て
い
る
。 

 

も 

そ 
こ 
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Message from General Manager

関西の産業構造の

多様性に学び

地域の発展に貢献したい

常務執行役員　関西支店長　加納　望 

　最近の関西の明るい話題に、今年１月に打ち上げられた

人工衛星「まいど１号」の成功があります。東大阪の多様

な中小企業の技術力を結集し、7年がかりで作ったという同

衛星は、関西のモノづくり能力の優秀さを示す好例です。 

　このことに象徴されるように、関西経済の特徴は産業構

造の多様性にありますが、私はこの多様性について学ぶこ

とでDBJも成長できると思っています。つまりDBJが従前行

ってきたローン中心の金融では、企業の安定性が重要だっ

たのに対して、今後DBJが注力していく投資の分野では成

長性が重要になります。産業構造の多様性は、成長性のあ

る企業が生まれる素地が大きいことを意味しており、関西は

DBJが投資銀行業務を進めるうえで大変面白いエリアだと

思うのです。 

　新しい事業の芽がどう育つのか正しく評価できる──

DBJの行員がそんな投資目線を持つための鍵は、お客様へ

のアクセス力、そして情報力にあると思います。そのため私

は今、全営業担当者に対して、今までの何倍も多くお客様

を訪問し、会話をし、そこで得た情報を全員で共有して欲し

いと言っています。足で稼いだ情報を多角的な視点から分

析することで、お客様企業の新しい成長の芽を見出し、摘

み取ることができると思うからです。 

　ローン中心の金融機能に成長力に着目した投資機能を

加えることで、地域の発展にさらに貢献できる──そんな確

信のもと、関西支店はユニークな地域企業の社業の発展

を支援していきたいと考えています。 

Voice from Customer .1

長
期
的
な

視
点
に

銀
行
の

独
自
性
を

感
じ
る

株式会社　松野金型製作所 
代表取締役 

松野　行秀氏 

　九州進出は夢でしたが資金調達は容易ではなく、前

途多難と考えていたときにDBJと出会うことで、話が一

気に前進し始めました。 

　DBJには、短期的に物事を見るのではなく、長期的な

視点から金型業界の中における当社の位置づけを明確

にするとともに、金型業界全体を支援しようとする姿勢が

強く、銀行としての独自性を感じています。また、私がや

ろうとしていることに対して「それは無理です」、逆に私が

無理と考えていることに対して「それはやるべきです」と

忌憚なく言ってくれるのも有り難かった。今回、もしＤＢＪ

が間に入って関係者との調整に動いていなかったら、九

州進出という夢は実現していなかったでしょう。 

　今後、ＤＢＪには２つの期待を持っています。１つはメー

カーとの橋渡しです。当社は2次下請け的存在なのですが、

九州進出を機に新たな成型分野に挑戦し、脱下請けを

図りたいと考えています。メーカーの製品企画段階から

当社が参画することで、短期的にも長期的にもメーカー

にメリットある提案が可能です。その実現に向けて、大企

業に強い顧客基盤を持つDBJにメーカーとの橋渡しをし

て欲しいと考えています。 

　また、海外展開への支援も期待したい所です。欧州に

は大きなビジネスチャンスがあるのですが、当社単独での

進出は不可能。何社かの連携が必要です。その際、中立・

公平な立場で全体の事業推進や利害調整、資金面で

の支援等が必要なので、ぜひその役割を担っていただき

たいと考えています。 
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（注1）環境格付融資 
環境配慮型経営に取り組む企業の資金調達を支援するもので、環境対策事業に係る設備資金に加えて、
研究開発資金、リサイクル費用などの非設備資金も対象となる。 

（注2）日本合成化学工業 
1927年に日本初の合成酢酸メーカーとして設立。その誘導品であるポリビニルアルコール（ＰＶＯＨ）や
エチレン・ビニルアルコール共重合（ＥＶＯＨ）樹脂では世界有数のシェアを有する。今日では、液晶ＴＶ・
ディスプレイ向け偏光板用ＰＶＯＨフィルムを始めとする情報電子材料や環境にやさしい水系エマルジョン
など、今後の成長が期待される分野にも注力している。 
 
 

さ
ら
に
高
い

レ
ベ
ル
の

環
境
経
営
を

め
ざ
し
た
い

日本合成化学工業株式会社 
取締役社長 

小笠原　憲一氏 

　かつて昭和40年代に公害問題が深刻化する中で、

当社ではいち早く環境に悪影響を及ぼす活動を排除

するということを徹底してきました。「環境にやさしく」

を経営ビジョンに掲げ、今日では地球温暖化防止に役

立つ事業にも取り組んでいます。たとえば食品包装材

料に使用されるＥＶＯＨ樹脂は環境にやさしい成分で

構成されていることに加え、酸素バリア性という機能で

常温下でも食品の長期保存を可能にすることから、冷

蔵庫などの保存エネルギーの負荷低減につながると

いった具合に、製品自体のエネルギー効率を高めるこ

とで地球環境の保全に貢献することをめざしています。 

　DBJの環境格付融資は第三者機関による評価とし

て、当社の環境経営への積極的な取り組みを社会に

認めてもらううえで非常に有効と感じています。化学

業界も国際競争力の強化に向けて新たな展開が必

要です。その際、DBJにはこの融資制度の社会的知

名度のさらなる向上とともに、技術面に関する調査機

能を充実させて、世のため地球のためになる金融活動

を行って欲しいと思います。そしてDBJの審査を通れ

ば他の金融機関も認めるという形が理想です。当社

は今後も社会に役立つ、環境にやさしい製品を提供し

ていきます。DBJには引き続き、そうした事業への支援

を期待しています。 

 

    

2
つ
の
専
門
グ
ル
ー
プ 

 

Ｂ
Ｊ
関
西
支
店
で
は
、
地

域
活
性
化
支
援
に
向
け

た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
関
西
地
域
の
企
業
・
地
域
金

融
機
関
等
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
応
え
る
べ
く
、２
つ
の
専

門
グ
ル
ー
プ
「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ（
Ｆ
Ｓ
Ｇ
）」

「
地
域
金
融
機
関
連
携
グ
ル
ー
プ（
Ｒ

Ｂ
Ｇ
）」
を
設
置
し
て
い
る
の
だ
。 

　
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
に
つ
い

て
業
務
第
１
課
の
福
留
浩
二
は

言
う
。 

　
「
Ｆ
Ｓ
Ｇ
は
、地
域
企
業
の
高
度

な
金
融
・
財
務
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
を
行
う
グ
ル
ー

プ
で
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
、
不

動
産
等
各
種
ア
セ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
、バ
イ
ア
ウ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
事
業
再

生
等
の
金
融
手
法
を
提
供
し
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
Ｒ
Ｂ
Ｇ
は
、
濃
密
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
各
地
域
金
融
機
関

と
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
で
地
域

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
確
実
に
ア
ク
セ
ス

す
べ
く
、
地
域
金
融
機
関
の
総
合

窓
口
と
な
る
グ
ル
ー
プ
で
、
環
境
・

防
災
格
付
融
資
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

等
へ
の
知
的
財
産
権
担
保
ス
キ
ー

ム
、
技
術
事
業
化
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
に
加
え
、
地
域
企
業
の
事
業

再
構
築
・
Ｍ
＆
Ａ
支
援
、
地
方
自

治
体
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
再
生

等
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
も
提
案
・
連

携
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
06
年

７
月
に
ス
タ
ー
ト
。
相
談
依
頼
も

順
調
に
増
え
て
い
ま
す
」 

 

心
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク 

 

う
１
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
が
あ
る
。「
リ
ベ
ロ
」
の

存
在
だ
。「
リ
ベ
ロ
」
と
は
イ
タ
リ
ア

語
で
「
自
由
な
人
」
と
い
う
意
味
で
、

一
般
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー

の
守
備
専
門
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
指

す
が
、
関
西
支
店
で
は
そ
の
リ
ベ
ロ

役
を
果
た
す
専
任
担
当
者
を
設

置
し
て
い
る
の
だ
。 

　
「
Ｓ
Ｆ
Ｇ
や
Ｒ
Ｂ
Ｇ
の
活
動
を
通

じ
て
も
、や
は
り
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
リ
ベ
ロ
は
、

よ
り
機
動
的
に
地
域
企
業
や
地

域
金
融
機
関
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
作
っ
て
、
身
近
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
狙
い
で
設
け

ら
れ
た„
機
能
“

で
、い
わ
ば
Ｒ

Ｂ
Ｇ
の
別
動
隊
。

各
課
の
業
務

分
掌
を
超
え

て
相
談
を
受
け
、

自
ら
与
信
判

断
を
行
い
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
支
援
を

行
い
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｇ
や

Ｒ
Ｂ
Ｇ
は
組
織
ベ
ー
ス
の
、

リ
ベ
ロ
は
人
ベ
ー
ス
の
関

係
を
軸
に
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
提
案
を
行
う
と
い

う
わ
け
で
す
」（
福
留
） 

　
そ
の
リ
ベ
ロ
担
当
に

指
名
さ
れ
て
い
る
の
が
、

鵜
殿
（
う
ど
の
）
裕
だ
。

そ
の
役
割
上
、
自
己
完

結
的
に
動
く
リ
ベ
ロ
に

は
、豊
富
な
業
務
経
験
、

的
確
な
判
断
力
や
提
案
力
、
そ

し
て
何
よ
り
も
人
間
的
な
魅
力

が
求
め
ら
れ
る
。 

　
鵜
殿
は
、
自
身
に
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
肩
書
き
を
付
け
て
い
る
。「
心

の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
担
当
」
。
鵜
殿
自

ら
考
え
た
と
い
う
そ
の
名
称
は
、

「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
運
転
資
金
で
は
あ
ま

り
お
役
に
立
て
な
い
の
で
、い
わ

ゆ
る
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
は
な
れ
な

い
の
で
す
が
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
て
名
付
け
た
も
の
」

（
鵜
殿
）
と
い
う
。 

 

産
業
支
援
の
観
点
か
ら 

 

う
し
た
リ
ベ
ロ
活
動
の
成

果
の
１
つ
が
、東
大
阪
の
金

型
メ
ー
カ
ー
・
松
野
金
型
製
作
所

に
対
す
る
支
援
だ
。
三
重
県
に
拠

点
を
置
く
第
三
銀
行
か
ら
話
が

持
込
ま
れ
た
の
は
07
年
3
月
。「
九

州
進
出
を
計
画
し
て
い
る
東
大
阪

の
金
型
メ
ー
カ
ー
を
何
と
か
支
援

し
た
い
が
、
営
業
域
外
な
の
で
課

題
も
多
い
。い
い
方
法
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
協
力
要
請
を
受
け
ま

し
た
」（
鵜
殿
） 

　
鵜
殿
は
早
速
、
同
社
社
長
の

松
野
行
秀
氏
と
会
い
、
九
州
進

出
の
狙
い
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
分
か
っ
た
の

は
―
―
同
社
は
、
携
帯
電
話
お
よ

び
自
動
車
用
部
品
向
け
を
中
心

と
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
精
密
金
型

メ
ー
カ
ー
と
し
て
高
い
技
術
力
を

有
し
、
情
報
化
投
資
や
製
造
工

程
の
機
会
化
・
シ
ス
テ
ム
化
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。一
方
、

大
阪
本
社
工
場
の
老
朽
化
が
進

み
、
ま
た
製
品
の
精
度
向
上
等
の

た
め
の
内
製
化
に
向
け
て
工
場
ス

ペ
ー
ス
の
拡
張
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
が
、
大
阪
本
社
敷
地
内
に
は

そ
の
余
裕
が
な
い
。一
方
、
九
州

に
は
取
引
先
と
な
る
自
動
車
、

電
機
等
の
企
業
も
多
い
中
、
金

型
メ
ー
カ
ー
の
社
数
は
少
な
く
、

商
圏
の
拡
大
が
可
能
で
あ
る
―
―

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
同

社
に
と
っ
て
九
州
進
出
は
、
次
の

成
長
ス
テ
ー
ジ
へ
の
飛
躍
を
懸
け

た
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
だ
。 

　
こ
こ
は
地
域
企
業
、
そ
し
て
金

型
産
業
の
将
来
の
た
め
に
も
役
立

ち
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
鵜
殿

は
支
援
を
開
始
し
た
。
具
体
的
に
は
、 

　
【
４
月
】
同
社
よ
り
用
地
探
し

の
要
請
を
受
け
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
九
州
支

店
を
通
じ
て
佐
賀
県
庁
等
を
紹

介
。
松
野
氏
は
候
補
地
の
選
定

を
開
始
。 

　
【
８
月
】
同
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク

で
あ
る
南
都
銀
行
を
訪
ね
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
関
西
支
店
の
支
援
に
つ
い
て
説

明
。
同
行
か
ら
は
「
営
業
域
外
に

つ
き
、
対
応
が
難
し
い
の
で
協
力

よ
ろ
し
く
」
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

後
日
、
南
都
・
第
三
両
行
か
ら
債

務
保
証
の
相
談
が
持
込
ま
れ
た
。

両
行
は
「
建
設
資
金
に
つ
い
て
は

ぜ
ひ
支
援
し
た
い
が
、
営
業
域
外

な
の
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
管
理
）
が

で
き
な
い
。
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
Ｄ
Ｂ

Ｊ
に
債
務
保
証
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
期
待
を
示
す
。 

　
【
10
月
】
同
社
を
訪
問
し
、
九

州
工
場
の
設
備
投
資
に
関
す
る
金

融
の
見
方
を
説
明
。「
必
要
以
上

に
借
入
金
を
増
や
す
と
、
将
来
の

経
営
が
不
安
定
に
な
る
。
借
入
額

は
極
力
抑
え
る
方
向
で
」
と
過
大

投
資
へ
の
牽
制
を
行
う
。 

中
長
期
的
視
野
に
立
っ
て 

 

う
し
た
過
程
を
経
て
12
月
、

同
社
は
佐
賀
県
三
養
基（
み

や
き
）
郡
基
山
町
の
工
場
団
地
へ

の
進
出
を
決
定
。一
方
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
で

は
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
同
社

の
事
業
性
を
検
討
、
支
援
可
能

と
判
断
。
こ
れ
を
受
け
て
08
年
５

月
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
債
務
保
証
に
よ
っ

て
南
都
・
第
三
両
行
が
融
資
を

実
行
。
松
野
金
型
製
作
所
の
九

州
基
山
工
場
は
、
無
事
に
操
業

を
開
始
し
た
。 

　
「
事
業
性
の
審
査
は
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の

お
家
芸
と
も
言
え
る
部
分
。一
般

の
金
融
機
関
の
場
合
、
財
務
諸
表

中
心
に
企
業
の
信
用
力
を
判
断

す
る
た
め
、
会

社
の
成
長
性
、

事
業
の
将
来

性
に
つ
い
て
の

見
極
め
に
必

ず
し
も
重
き

を
置
い
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、
中
長

期
的
な
視
点
か
ら
事
業
性
を
判

断
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、本
件
で
は

ユ
ー
ザ
ー
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
し
て
携
帯

電
話
や
自
動
車
部
品
の
成
型
メ
ー

カ
ー
５
社
を
回
り
、
当
社
の
市
場

で
の
評
価
を
確
認
し
た
の
で
す
が
、

い
ず
れ
の
メ
ー
カ
ー
で
も
同
社
の
金

型
製
品
は
中
核
部
分
で
使
わ
れ
て

い
て
、そ
の
事
業
性
に
は
問
題
が
な

い
と
の
確
証
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」（
鵜
殿
） 

　
こ
の
支
援
に
お
い
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
２

つ
の
役
割
を
果
た
し
た
。
第
１
は

地
域
金
融
機
関
の
営
業
エ
リ
ア
外

に
お
け
る
顧
客
サ
ー
ビ
ス
へ
の
後

方
支
援
だ
。
営
業
エ
リ
ア
内
に
密

度
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
地

域
金
融
機
関
と
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
つ
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
連
携
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
お
客
様
に
ベ
ス
ト
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
。 

　
第
２
は
地
域
金
融
機
関
の
融

資
に
対
す
る
呼
び
水
効
果
だ
。
Ｄ

Ｂ
Ｊ
の
債
務
保
証
に
よ
っ
て
、南
都
・

第
三
両
行
の
審
査
時
に
お
け
る

同
社
の
評
価
が
上
が
り
、
長
期
資

金
の
供
給
が
可
能
に
な
る
と
と

も
に
短
期
資
金
枠
が
増
加
し
た

の
だ
。 

「
私
は
よ
く
お
客
様
に
、Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
会
社
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
事
に

す
る
銀
行
で
す
、と
言
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、

弱
み
を
潰
し
な
が
ら
、
次
の
成
長

に
つ
な
げ
て
行
く
。
そ
の
ス
ト
ー
リ

ー
が
納
得
で
き
れ
ば
、
そ
の
実
現

を
全
力
で
お
手
伝
い
す
る
銀
行
で

す
、
と
。
そ
し
て
私
の
使
命
は
、
お

客
様
が
ベ
ス
ト
の
選
択
が
で
き
る

よ
う
手
助
け
す
る
こ
と
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ

と
お
付
き
合
い
頂
け
れ
ば
、
お
客

様
に
と
っ
て
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
。

そ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
の
で
す
」 

　
そ
う
語
る
鵜
殿
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が

掲
げ
る
カ
ス
タ
マ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト

を
実
現
す
る
た
め
、
日
々
お
客
様

の
相
談
を
受
け
て
い
る
。 

     

企
業
の
環
境
経
営
を
支
援 

 

Ｂ
Ｊ
で
は
、
04
年
に
環
境

配
慮
型
経
営
促
進
事
業（
Ｄ

Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資
、
注
1
）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
以
来
、
そ
の
実

施
に
注
力
し
て
い
る
が
、
こ
の
環

境
格
付
融
資
の
実
績
が
多
い
の

も
関
西
支
店
の
特
徴
だ
。
環
境

格
付
融
資
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
開
発
し

た
格
付
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
企
業

の
環
境
経
営
度
を
評
点
化
し
、
優

れ
た
企
業
を
選
定
。
そ
の
得
点
ラ

ン
ク
に
応
じ
て
３
段
階
の
適
用
金

利
を
設
定
す
る
と
い
う
、「
環
境

格
付
」
の
専
門
手
法
を
導
入
し

た
世
界
初
の
融
資
メ
ニ
ュ
ー
だ
。 

　
な
ぜ
、
関
西
で
環
境
格
付
融
資

が
多
い
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

業
務
第
２
課
の
横
森
大
典
は
言
う
。

「
関
西
地
域
は
素
材
系
産
業
、
化

学
メ
ー
カ
ー
の
集
積
が
多
く
、
環

境
へ
の
取
り
組
み
が
早
く
か
ら
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
を
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
機
会
が
多
く
な
く
、
第
三
者
的

評
価
も
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
と

い
う
状
況
の
中
で
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
環

境
格
付
融
資
が
そ
れ
を
可
能
に

す
る
も
の
と
し
て
好
感
さ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
」 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
こ
れ
ま
で
に
実
行
し

た
環
境
格
付
融
資
は
1
5
4
件

（
2
0
0
9
年
２
月
末
現
在
）
。

う
ち
関
西
支
店
の
実
行
分
は
41

件
に
上
る
。
そ
の
中
で
実
行
回
数
、

ラ
ン
ク
と
も
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
の

が
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
の
日
本
合

成
化
学
工
業（
注
２
）だ
。
同
社
は
、

化
学
産
業
界
の
環
境
・
安
全
・
健

康
の
確
保
に
関
す
る
自
主
管
理

活
動
で
あ
る
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ

ア
活
動
に
基
づ
き
、
環
境

お
よ
び
安
全
面
を
重
視

し
た
グ
ル
ー
プ
経
営
を

展
開
し
て
お
り
、
05
年

度
以
来
、
４
年
連
続
で

環
境
格
付
を
取
得
、
し

か
も
06
年
度
か
ら
は
「
環

境
へ
の
配
慮
に
対
す
る

取
り
組
み
が
特
に
先
進

的
」
と
い
う
最
高
ラ
ン
ク

の
格
付
を
化
学
業
界
で

初
め
て
３
年
連
続
で
取

得
し
た
。 

　
「
環
境
格
付
シ
ス
テ
ム
は
、
経

営
全
般
、
事
業
関
連
、パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
関
連
の
３
分
野
、
合
計
約
１

２
０
の
評
価
項
目
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
全
体
評
価
の
満
点
は
２
５
０

点
で
、
評
価
の
結
果
、
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
を
次
年
度
以
降
改

善
す
る
こ
と
で
、
得
点
の
ア
ッ
プ
も

期
待
さ
れ
ま
す
し
、
会
社
の
環
境

経
営
度
も
高
ま
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
同
社
は
、こ
の
間
着
実
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
」

（
横
森
） 

 

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
存
在
感
を
高
め
る 

 

境
格
付
融
資
は
、
企
業
に

と
っ
て
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
ま
ず
Ｉ
Ｒ
効
果
と
し
て
環

境
経
営
に
取
り
組
む
姿
勢
の
対

外
的
ア
ピ
ー
ル
が
可
能
だ
。
次
に
、

財
務
面
で
は
環
境
配
慮
へ
の
先
進

度
に
応
じ
た
金
利
優
遇
が
あ
る
。

そ
し
て
社
内
管
理
面
で
は
、
環
境

対
策
に
つ
い
て
の
客
観
的
評
価
が

得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
環
境
対
策

現
場
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
効
果

が
期
待
で
き
る
。 

　
こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
の
浸
透
が
、

同
社
に
お
け
る
環
境
格
付
融
資

の
継
続
的
な
利
用
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
。「
同
社
の
場
合
、

財
務
体
質
改
善
へ
の
取
組
み
を

進
め
る
中
、
環
境
格
付
融
資
の

特
徴
を
理
解
し
て
頂
き
、
当
該

格
付
を
取
得
す
れ
ば
、い
ろ
い
ろ

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
そ
う
だ
と

し
て
、
同
融
資
を
継
続
し
て
活

用
頂
い
て
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
同
社
の
環
境
経
営
へ
の

取
り
組
み
を
側
面
か
ら
支
援
し
、

同
融
資
の
継
続
的
な
活
用
を
お

願
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
横
森
） 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
環
境
格
付
融
資

の
ほ
か
に
も
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
関
連
商
品

と
し
て
防
災
格
付
融
資
を
提
供

し
て
い
る
。
横
森
は
、
こ
う
し
た

独
自
商
品
を
含
め
、
民
営
化
に
よ

っ
て
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
が
充
実
し
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
を
も
っ

と
積
極
的
に
活
用
し
て
欲
し
い

と
い
う
。 

　
「
お
客
様
か
ら
、
し
ば
ら
く
大

き
な
投
資
が
な
い
の
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と

は
返
済
だ
け
の
関
係
に
な
り
ま

す
ね
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
設
備
投
資
資
金

を
長
期
・
固
定
金
利
で
提
供
す
る

金
融
機
関
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
す
が
、
民
営
化
後
は
海
外

融
資
、
運
転
資
金
な
ど
も
提
供
で

き
る
よ
う
に

な
り
、
銀
行
と

し
て
の
引
出

し
は
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
調

査
部
や
各
業

種
の
所
管
部

が
あ
る
本
店

と
連
携
し

て
、
他
の

民
間
金
融

機
関
で
は

難
し
い
行

政
関
係
の

情
報
や
経

済
・
産
業

に
関
す
る

独
自
の
情

報
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
で
き

る
の
で
、
従
来
以
上
に
お
役
に
立

て
る
と
思
い
ま
す
」 

　
こ
う
し
て
横
森
は
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
金
融
機
関
と
し
て
の
Ｄ
Ｂ

Ｊ
の
存
在
感
を
高
め
る
た
め
に
、

今
日
も
お
客
様
と
の
対
話
を
続

け
て
い
る
。 

 

も 

そ 

こ 

D
 

環
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Search the Next

「技術を活かす銀行」として 
── 中堅製造業の技術事業化を支援する ── 

 
ものづくり立国をめざす日本にとって、製造業が持つ技術力は国際的な産業競争力

の源泉であり、産業と両輪関係にある金融機関にとって製造業支援は普遍的な使命

でもある。こうした観点から「技術を活かす銀行」をめざす日本政策投資銀行（ＤＢＪ）

は、「技術事業化支援センター」を設置して、中堅製造業が行う技術開発成果の

事業化をサポートしている。同センターでは、技術を商品に変える経営力（技術経営力）

の診断、事業計画や成長戦略に対する助言など製造業向けのアドバイザリーサービス

を通じて、お客さまの価値創造をサポートしている。

Scenes of Solution 
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Search the Next

産業調査 
コラム　vol.1

経
営
力
は
A
B
C

経
営
力
は
A
B
C

三
上
の
発
想

こ
れ
か
ら
は
サ
ッ
カ
ー
型
で

産
業
調
査
の
世
界
で
足
掛
け
二
十
年
余
過
ご
し
、こ
れ
ま
で

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
進
め
て
き
た
大
企
業
の
ト
ッ
プ
か
ら
地
域

再
生
を
果
た
し
た
温
泉
旅
館
の
主
人
ま
で
膝
詰
め
で
議
論
を

し
て
き
た
。
彼
ら
の
経
営
力
は
、「
論
理
」「
熱
意
」「
運
気
」

の
三
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
気
が
す
る
。„
天
地
人
“や„c

o
o
l 

h
e
a
d
 &
 w
a
rm
 h
e
a
rt

“の
よ
う
な
も
の
だ
が
、米
国
の
建

築
家
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ッ
ク
マ
ン
の
名
言„
A
B
C
“の
法
則
を

紹
介
し
よ
う
。
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
言
葉
は
大
切
だ
。

A
はA

b
ility

、
B
はB

re
a
k
s

、
C
はC

o
u
ra
g
e

で
あ
る
。
A

の
能
力
は
「
論
理
」
、
C
の
勇
気
は
「
熱
意
」
、
さ
て
ポ
イ
ン
ト

は
B
を
ど
う
訳
す
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、現
状
を
打
破
し
て
「
運

気
」
を
引
き
寄
せ
る
と
い
う
意
味
な
の
だ
そ
う
だ
。
こ
う
い
う

思
考
は
、わ
れ
わ
れ
農
耕
民
族
（
正
確
に
は
水
耕
民
族
）
と
欧

米
の
狩
猟
民
族
と
の
違
い
か
も
知
れ
な
い
が
。

若
手
の
作
家
が
井
伏
鱒
二
に
原
稿
を
持
ち
込
ん
だ
。
読
ん
で

も
ら
っ
て
、い
き
な
り
き
び
し
い
批
評
が
返
っ
て
く
る
。「
下
手

だ
ね
」
。
身
を
す
く
め
て
い
る
と
、や
さ
し
い
言
葉
が
続
い
た
。

「
で
も
、
最
初
は
み
ん
な
下
手
だ
っ
た
ん
だ
」
。
産
業
調
査
も
、

レ
ポ
ー
ト
で
文
章
を
書
く
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
た
だ
し
、
最

初
は
下
手
だ
か
ら
い
ず
れ
上
手
に
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
上
手
に
な
る
か
ど
う
か
は
、プ
ロ
か
ア
マ
か
と
い
う
こ
と
。

プ
ロ
は
ス
イ
ッ
チ
を
切
ら
な
い
。
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
や
週
末

も
、
仕
事
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
飲
み
会
、テ

レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
聞
き
し
た
情
報
を
自
分
の
仕

事
と
結
び
つ
け
る
。
寝
て
い
る
間
は„
寝
か
し
“、つ
ま
り
情
報

の
発
酵
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
頃
、ア
イ
デ
ア
が
出

て
く
る
場
を„
三
上
の
発
想
“と
言
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
三
上

と
は
、
厠
上
、
馬
上
そ
し
て
枕
上
で
あ
る
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

場
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
私
の
場
合
は
、
J
R
御
茶
ノ
水
駅

近
く
の
「
ミ
ロ
」
と
い
う
喫
茶
店
。
か
つ
て
三
島
由
紀
夫
が
編

集
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
使
っ
て
い
た
こ
と
で
も
有
名
だ
。
ご

興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

鉄
鋼
、
化
学
、
自
動
車
、
電
気
機
械
、エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
産
業

別
に
人
を
貼
り
付
け
る
と
、す
ぐ
に
数
十
人
単
位
に
な
る
。
ス

ポ
ー
ツ
に
喩
え
る
と
、
野
球
型
。
セ
ン
タ
ー
や
シ
ョ
ー
ト
な
ど
、

守
備
位
置
を
固
定
す
る
。
ヒ
ッ
ト
を
打
た
れ
な
い
よ
う
に
、
太

陽
電
池
な
ど
成
長
分
野
や
ニ
ッ
チ
な
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
、さ

ら
に
地
域
を
欧
米
、BR

IC
s

ま
で
広
げ
る
と
、
必
要
な
人
数

は
も
っ
と
増
え
る
。
そ
こ
で
、サ
ッ
カ
ー
型
に
す
れ
ば
人
的
資

源
を
効
率
的
に
使
え
る
。
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
の
都
度
チ

ェ
ン
ジ
す
る
。
サ
ポ
ー
タ
ー
も
I
T
を
活
用
す
れ
ば
戦
力
に
な

る
。
当
行
の
D
N
A
は
、
中
立
性
。
こ
れ
は
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
や
す
い
強
力
な
ブ
ラ
ン
ド
だ
。
モ
ノ

づ
く
り
か
ら
戦
略
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
多
種
多
様
な
経
験

を
も
っ
た
産
業

リ
サ
ー
チ
の
プ

ロ
と
一
緒
に
、
国

づ
く
り
の
視
点

を
も
っ
た
リ
サ

ー
チ
グ
ル
ー
プ

を
目
指
し
た
い
。

（
調
査
部
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
調
査
部
で
は
、
産
業
の
発
展
・
育
成
を

見
据
え
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
号
も
お
楽
し
み
に
。
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（注１）高度急性期医療

　国は医療提供体制の改善策として、現在の急性期病

院を脳梗塞や心臓病など治療の難易度が高く、高度の

技術と緊急性が求められる医療に対応出来る「高度急
性期病院」と、救急搬送の患者や外来患者を受け入れ、
比較的簡単な手術を実施するとともに、各地域医療連
携の拠点としての役割を持つ「一般急性期病院」に分
化させる方向にあり、08年度の診療報酬改定にもこうし
た考え方が反映されている。

「マーケット全体を捉えていくうえではめっき加工だけでは不

十分。前後にある技術と組んでいかないとダメという危機感

があって、地域の枠を超えた企業連携、産官学連携、さらに

はネットワークや研究会同士の連携が求められていると思い

ます。でも実際にそれをビジネスにしていくためには優秀なコ

ンダクターの存在が不可欠です。ＤＢＪにはそういう事業開発

に向けた強いコンダクター的な動きを期待したいですね」 

大和電機工業株式会社
業務推進室　マーケティング担当　室長

原　雅廣氏

Applying financial expertise to design the future 14
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「従来のように、コーポレートファイナンスの視点からのみ製造

業のお客さまを評価するのではなく、技術や技術経営の面から

も積極的に評価するようになれば、ＤＢＪの企業審査能力はさ

らに上がり、お客さまにとってのメリットも増えると思います。その

意味で、当支援センターの技術事業化の視点を中堅企業評

価に反映できるように努力していきたいと考えています」 

DBJ企業戦略部　
技術事業化支援センター　課長

西田　陽介

DBJ企業戦略部　
技術事業化支援センター

向笠　雄介 

（注1）ものづくり戦略インデックス R

企業の技術経営力を適切に判断し、強み・弱みを“見える化”するツールとしてDBJが開発。品質、コスト、納期、
技術対応力、経営力に関する約100のインデックスから構成され、技術を事業に結びつける経営の仕組みや自社
のビジネスモデルの特徴、解決すべき経営課題などを客観的に把握することができ、技術経営戦略の立案等に
活用できる。

（注2）ＭＥＭＳ
Micro Electro Mechanical Systemの略。微小電気機械システム。電器回路（制御部）と微細な機械構造（駆
動部）を１つの基盤上に集積させた部品をいう。半導体製造技術やレーザー加工技術等各種の微細加工技術を
用いて製造されており、情報通信、医療・バイオ、自動車など多様な分野における小型・高精度で省エネルギー性
に優れた高性能のキーデバイスとして期待されている。

（注3）μ-ＴＡＳ
ポンプ、バルブ、センサーなどを小型化・集積化した化学分析システム。とくに、医療や環境測定の分野において
の利用が期待されている。

（注4）技術事業化支援アドバイザー
事業性の観点からアドバイスをしてもらうべく、大企業のトップレベルの技術者10人で構成される。

DBJ企業戦略部
技術事業化支援センター

西村　聖子 

　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
立
場
か
ら 

 

　
「
技
術
事
業
化
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
支

援
セ
ン
タ
ー
）
が
開
設
さ
れ
た
の
は
2
0
0
4

年
。
当
時
は
ま
だ
金
融
が
逼
迫
し
て
い
た
時

期
で
、
中
堅
製
造
業
の
経
営
は
厳
し
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は
、『
技

術
を
活
か
す
銀
行
』
を
め
ざ
す
立
場
か
ら
中

堅
製
造
業
が
持
つ
優
秀
な
技
術
を
何
と
か
支

援
で
き
な
い
か
。
そ
れ
も
金
融
面
だ
け
で
な
く
、

事
業
面
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
立
場
か

ら
と
い
う
こ
と
で
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る

に
至
っ
た
の
で
す
」 

　
そ
う
語
る
の
は
同
支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
の
西

田
陽
介
だ
。 

　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
３
つ
あ
る
。
技
術
経

営
力
と
い
う
「
見
え
な
い
資
産
」
の
価
値
評
価

に
主
眼
を
お
い
て
い
る
こ
と
、
事
業
計
画
の
フ
ィ
ー

ジ
ビ
リ
テ
ィ
を
金
融
機
関
の
視
線
・
第
三
者
の
目

線
か
ら
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
、
技
術
経
営

と
生
産
管
理
の
観
点
か
ら
企
業
の
価
値
向
上
の

戦
略
作
り
を
助
言
す
る
こ
と
だ
。 

 

　
他
に
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る 

　
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ
は
こ
う
だ
。 

　
ま
ず
、
現
状
の
技
術
経
営
力
を
把
握
す
べ
く

相
談
企
業
の
強
み
・
弱
み
の
客
観
分
析
を
行
う
。

技
術
経
営
力
を
高
め
る
に
は
、
現
場
改
善
と
同

様
に
現
状
の
経
営
フ
レ
ー
ム
の
「
見
え
る
化
」
か

ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。 

　
「
中
堅
企
業
の
場
合
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
強
く

て
も
、
実
際
に
隣
の
企
業
が
何
を
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
意
外
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

た
『
も
の
づ
く
り
戦
略
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
R（
注
１
）
』

や
、
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
に
40
年
以
上
関
わ
っ
た
生

産
管
理
の
専
門
家
に
よ
る
現
場
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に

よ
っ
て
、
企
業
の
経
営
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
『
見
え

る
化
』
」
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
４
年
以

上
に
わ
た
り
３
０
０
社
を
超
え
る
企
業
訪
問
を

行
い
、
技
術
経
営
に
関
す
る
議
論
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、

相
対
比
較
に
基
づ
く
技
術
経
営
力
の
強
み
・
弱
み

の
抽
出
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
西
田
） 

　
次
に
提
供
す
る
の
が
中
期
成
長
戦
略
・
新
事

業
計
画
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
だ
。
既
存
事
業
の
中

期
計
画
や
新
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
自
社
調
査
・

検
討
だ
け
で
は
見
通
し
が
甘
く
な
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
第
三
者
的
視
点
か
ら
の
評
価
が
有
益
と

な
る
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
、
業
界
分
析
・
デ
ー
タ
収
集
、
技

術
事
業
化
調
査
、
各
事
業
戦
略
策
定
、
事
業
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
検
討
な
ど
企
業
の
事
業
戦
略
構
築

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
す
で
に
そ
の
実
績
は

大
企
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で
１
０
０
件
を
超
え

て
い
る
。 

　
そ
し
て
最
後
に
、
成
長
戦
略
・
事
業
化
戦
略
の

具
体
化
段
階
で
は
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
専
門
的
な

相
談
に
応
じ
る
中
で
、
資
本
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
、Ｍ
＆
Ａ
、
事
業
価
値
評
価
の
相
談
、
融
資
等
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。 

　
「
こ
う
し
た
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
製
造

業
の
現
場
診
断
、
技
術
経
営
評
価
か
ら
事
業
戦

略
、
将
来
の
成
長
戦
略
に
わ
た
る
ト
ー
タ
ル
な
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

金
融
の
ア
ナ
リ
ス
ト
的
視
点
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
開

発
視
点
を
併

せ
持
ち
な
が
ら
、

お
客
さ
ま
の

技
術
事
業
化

の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
く
。

他
に
は
見
ら

れ
な
い
こ
う

し
た
サ
ー
ビ

ス
こ
そ
『
技
術
を
活
か
す
銀
行
』
を
め
ざ
す
Ｄ
Ｂ

Ｊ
ら
し
さ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

 

　
　
入
手
困
難
な
マ
ク
ロ
情
報 

 

　
そ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
事
例
の
１
つ
が
、
長
野
県
下

諏
訪
町
に
本
社
を
置
く
め
っ
き
加
工
メ
ー
カ
ー
・

大
和
電
機
工
業
（
以
下
、
大
和
電
機
）
向
け
の
技

術
事
業
化
調
査
だ
。
長
野
県
諏
訪
地
域
に
は
精

密
部
品
を
中
心
と
す
る
中
堅
・
中
小
の
製
造
業

が
多
く
集
積
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
か
ね
て
よ
り

地
域
支
援
の
観
点
か
ら
同
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
進
め
て
お
り
、
大
和
電
機
と
の
出
会
い
も
そ
の

中
で
生
ま
れ
た
も
の
だ
。 

　
大
和
電
機
業
務
推
進
室
室
長
の
原
雅
廣
氏
は
、

当
時
を
振
り
返
っ
て
言
う
。「
こ
の
地
域
で
は
、
諏

訪
圏
地
域
の
技
術
振
興
に
向
け
て
02
年
以
降
『
諏

訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
』
を
毎
年
開
催
、
05
年
に
は
『
も

の
づ
く
り
推
進
機
構
』
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
活
動
を
進
め
る
中
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
出
会
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
か
ら
様
々

な
提
言
等
が
あ
り
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

に
強
く
、
信
頼
性
の
高
い
銀
行
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
」 

　
大
和
電
機
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
調
査
を
依
頼
し
た
理

由
も
、
そ
う
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
能
力
、
信
頼

性
の
高
さ
に
あ
っ
た
と
い
う
。 

　
「
一
般
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
で
は
そ
れ

ほ
ど
苦
労
は
し
な
い
の
で
す
が
、エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
分
野
の
中
で
も
特
殊
な
商
品
を
扱
う
当
社
の

場
合
、
本
当
に
必
要
な
情
報
の
入
手
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
、
当
社
が
進
出
を
検
討
し

て
い
た
の
が
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
注
２
）
の
分
野
で
、
非
常

に
ニ
ッ
チ
な
市
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
断
片
的
な

も
の
は
入
手
で
き
て
も
マ
ク
ロ
な
視
点
で
の
情
報

は
難
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
国
内
に
幅
広
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
そ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
我
々
と
は
違

っ
た
側
面
か
ら
の
判
断
材
料
が
得
ら
れ
る
か
な
と

期
待
し
た
わ
け
で
す
」 

　
　 

　
開
発
の
判
断
材
料
と
し
て 

 

　
大
和
電
機
の
主
力
事
業
は
、
電
子
部
品
・
基
板
・

材
料
へ
の
機
能
め
っ
き
加
工
。
そ
の
技
術
か
ら
生

ま
れ
た
製
品
は
自
動
車
や
液
晶
テ
レ
ビ
、
携
帯
電

話
な
ど
I
T
分
野
で
広
く
使
わ
れ
、
高
い
評
価
と

信
頼
を
得
て
い
る
。
だ
が
事
業
サ
イ
ク
ル
の
短
命

化
、
国
際
競
争
の
激
化
な
ど
で
経
営
環
境
が
厳

し
さ
を
増
す
中
、
同
社
で
は
自
社
技
術
の
事
業

化
が
可
能
な
新
た
な
市
場
と
し
て
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
分

野
に
注
目
し
、
検
討
を
進
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

　
企
業
に
と
っ
て
次
代
の
産
業
地
図
を
見
据
え
つ

つ
、
限
ら
れ
た
自
社
の
経
営
資
源
を
ど
の
分
野
に

集
中
し
て
い
く
か
は
重
要
な
経
営
課
題
。
と
く

に
中
堅
以
下
の
企
業
に
と
っ
て
は
、１
つ
の
経
営
判

断
の
甘
さ
が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
か
ね
な

い
。
そ
こ
で
大
和
電
機
で
は
、Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
向
け
事
業

分
野
の
市
場
性
、
技
術
動
向
の
調
査
を
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に

依
頼
し
、
そ
の
結
果
を
新
た
な
事
業
計
画
の
一
助

と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
た
の
だ
。 

　
「
と
く
に
注
目
し
て
い
た
の
が
、Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
１

つ
で
あ
る
医
療
・
バ
イ
オ
分
野
で
の
μ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
（
注

３
）
の
市
場
性
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
調
査
結
果
を
開
発

の
ペ
ー
ス
判
断
に
役
立
て
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

（
原
氏
） 

　
こ
う
し
て
調
査
は
、
数
カ
月
間
に
わ
た
る
、
公

的
研
究
機
関
・
大
学
・
投
資
会
社
に
所
属
す
る
Ｍ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
専
門
家
や
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
技
術
事
業
化
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
注
４
）へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
中

心
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
が
報
告
書
と
し
て

提
出
さ
れ
た
の
は
、
調
査
開
始
か
ら
約
5
カ
月
後

の
06
年
３
月
だ
っ
た
。 

　 　
当
初
の
期
待
に
応
え
る 

 

　
報
告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
き
く
２
つ
あ
っ
た
。

１
つ
は
、
将
来
の
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
市
場
の
見
通
し
と
し
て
、

自
動
車
や
携
帯
電
話
の
分
野
で
は
普
及
が
進
む

と
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
製
造
プ
ロ
セ

ス
の
標
準
化
が
難
し
く
、
開
発
負
担
が
大
き
い
こ

と
が
実
用
化
に
向
け
た
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

市
場
参
入
に
際
し
て
は
十
分
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
。 

　
２
つ
め
は
、μ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
の
市
場
動
向
に
つ
い
て
、

医
療
分
野
で
は
い
ま
だ
ま
と
ま
っ
た
市
場
が
顕
在

化
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
技
術
動
向
に
つ
い

て
も
事
業
化
す
る
に
は
い
く
つ
か
の
大
き
な
課
題

が
残
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
だ
。 

　
「
つ
ま
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
リ
ス
ク
要
因
が

多
く
、
ビ
シ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す
る
か
ど
う
か
は

未
知
数
。
し
た
が
っ
て
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
分
野
へ
の
積
極

的
な
進
出
は
時
期
尚
早
と
の
ト
ー
ン
で
ご
報
告

し
ま
し
た
」（
西
田
） 

　
報
告
を
受
け
た
大
和
電
機
で
は
、
そ
の
内
容

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
経
営
判
断
に
活
か
し
た

と
い
う
。 

　
「
報
告
は
全
体
と
し
て
、
当
社
の
持
っ
て
い
る
情

報
の
方
向
性
と
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
捉
え
ら
れ
て
い

る
と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。μ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
の
市
場
・

技
術
動
向
に
つ
い
て
、『
μ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
あ
り
き
で
、
後
で
ニ
ー
ズ
を
探
し
て
い
る
。
ニ
ー

ズ
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
で
な
け
れ
ば
事
業
化
は
難
し

い
』
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
」 

　
そ
し
て
、
原
氏
は
同
調
査
が
当
初
の
期
待
に

応
え
る
も
の
と
な
っ
た
と
し
て
続
け
る
。 

　
「
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
用
途
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
多

岐
に
わ
た
る
の
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
無
理
な
お
願
い

を
し
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
結
果

的
に
こ
の
調
査
報
告
は
、
当
社
の
判
断
に
誤
り
が

な
い
と
い
う
確
信
を
持
つ
う
え
で
の
重
要
な
裏
付

け
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
そ
の
後
の
市
場
の
動

き
を
見
る
と
μ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
の
事
業
化
の
動
き
は
鈍
く
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
報
告
書
の
指
摘
ど
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
当
社
の
技
術
が
、い
ず
れ
医
療
分
野
で

採
用
さ
れ
る
と
い
う
予
測
は
今
も
捨
て
て
お
ら
ず
、

世
界
的
な
不
況
の
中
に
あ
っ
て
も
数
年
先
を
見

据
え
て
投
資
は
止
め
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
先
も
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
に
は
期
待
し
て
い
ま
す
」 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は

引
き
続
き
支

援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
、
技
術

戦
略
、
事
業

計
画
の
サ
ポ

ー
ト
を
通
じ
て
、

中
堅
製
造
業

に
お
け
る
新

し
い
価
値
創
造
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
が
持
つ
長
期
的
な
視
点
、
中
立
性
、
公
共
性
、
信

頼
性
な
ど
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
地
域
金
融
機
関
、

地
方
自
治
体
、
大
学
、
経
済
団
体
等
と
連
携
し
つ

つ
、
積
極
的
に
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
産
業
競
争
力
の
強
化
に
も

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

「ものづくりインデックス」アウトプットイメージ

ガラス基板への精密なめっき。同社の高い技術力を物語る一例だ。
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（注１）高度急性期医療

　国は医療提供体制の改善策として、現在の急性期病

院を脳梗塞や心臓病など治療の難易度が高く、高度の

技術と緊急性が求められる医療に対応出来る「高度急
性期病院」と、救急搬送の患者や外来患者を受け入れ、
比較的簡単な手術を実施するとともに、各地域医療連
携の拠点としての役割を持つ「一般急性期病院」に分
化させる方向にあり、08年度の診療報酬改定にもこうし
た考え方が反映されている。

「マーケット全体を捉えていくうえではめっき加工だけでは不

十分。前後にある技術と組んでいかないとダメという危機感

があって、地域の枠を超えた企業連携、産官学連携、さらに

はネットワークや研究会同士の連携が求められていると思い

ます。でも実際にそれをビジネスにしていくためには優秀なコ

ンダクターの存在が不可欠です。ＤＢＪにはそういう事業開発

に向けた強いコンダクター的な動きを期待したいですね」 

大和電機工業株式会社
業務推進室　マーケティング担当　室長

原　雅廣氏
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「従来のように、コーポレートファイナンスの視点からのみ製造

業のお客さまを評価するのではなく、技術や技術経営の面から

も積極的に評価するようになれば、ＤＢＪの企業審査能力はさ

らに上がり、お客さまにとってのメリットも増えると思います。その

意味で、当支援センターの技術事業化の視点を中堅企業評

価に反映できるように努力していきたいと考えています」 

DBJ企業戦略部　
技術事業化支援センター　課長

西田　陽介

DBJ企業戦略部　
技術事業化支援センター

向笠　雄介 

（注1）ものづくり戦略インデックス R

企業の技術経営力を適切に判断し、強み・弱みを“見える化”するツールとしてDBJが開発。品質、コスト、納期、
技術対応力、経営力に関する約100のインデックスから構成され、技術を事業に結びつける経営の仕組みや自社
のビジネスモデルの特徴、解決すべき経営課題などを客観的に把握することができ、技術経営戦略の立案等に
活用できる。

（注2）ＭＥＭＳ
Micro Electro Mechanical Systemの略。微小電気機械システム。電器回路（制御部）と微細な機械構造（駆
動部）を１つの基盤上に集積させた部品をいう。半導体製造技術やレーザー加工技術等各種の微細加工技術を
用いて製造されており、情報通信、医療・バイオ、自動車など多様な分野における小型・高精度で省エネルギー性
に優れた高性能のキーデバイスとして期待されている。

（注3）μ-ＴＡＳ
ポンプ、バルブ、センサーなどを小型化・集積化した化学分析システム。とくに、医療や環境測定の分野において
の利用が期待されている。

（注4）技術事業化支援アドバイザー
事業性の観点からアドバイスをしてもらうべく、大企業のトップレベルの技術者10人で構成される。

DBJ企業戦略部
技術事業化支援センター

西村　聖子 

　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
立
場
か
ら 

 

　
「
技
術
事
業
化
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
支

援
セ
ン
タ
ー
）
が
開
設
さ
れ
た
の
は
2
0
0
4

年
。
当
時
は
ま
だ
金
融
が
逼
迫
し
て
い
た
時

期
で
、
中
堅
製
造
業
の
経
営
は
厳
し
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は
、『
技

術
を
活
か
す
銀
行
』
を
め
ざ
す
立
場
か
ら
中

堅
製
造
業
が
持
つ
優
秀
な
技
術
を
何
と
か
支

援
で
き
な
い
か
。
そ
れ
も
金
融
面
だ
け
で
な
く
、

事
業
面
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
立
場
か

ら
と
い
う
こ
と
で
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る

に
至
っ
た
の
で
す
」 

　
そ
う
語
る
の
は
同
支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
の
西

田
陽
介
だ
。 

　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
３
つ
あ
る
。
技
術
経

営
力
と
い
う
「
見
え
な
い
資
産
」
の
価
値
評
価

に
主
眼
を
お
い
て
い
る
こ
と
、
事
業
計
画
の
フ
ィ
ー

ジ
ビ
リ
テ
ィ
を
金
融
機
関
の
視
線
・
第
三
者
の
目

線
か
ら
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
、
技
術
経
営

と
生
産
管
理
の
観
点
か
ら
企
業
の
価
値
向
上
の

戦
略
作
り
を
助
言
す
る
こ
と
だ
。 

 

　
他
に
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る 

　
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ
は
こ
う
だ
。 

　
ま
ず
、
現
状
の
技
術
経
営
力
を
把
握
す
べ
く

相
談
企
業
の
強
み
・
弱
み
の
客
観
分
析
を
行
う
。

技
術
経
営
力
を
高
め
る
に
は
、
現
場
改
善
と
同

様
に
現
状
の
経
営
フ
レ
ー
ム
の
「
見
え
る
化
」
か

ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。 

　
「
中
堅
企
業
の
場
合
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
強
く

て
も
、
実
際
に
隣
の
企
業
が
何
を
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
意
外
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

た
『
も
の
づ
く
り
戦
略
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
R（
注
１
）
』

や
、
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
に
40
年
以
上
関
わ
っ
た
生

産
管
理
の
専
門
家
に
よ
る
現
場
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に

よ
っ
て
、
企
業
の
経
営
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
『
見
え

る
化
』
」
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
４
年
以

上
に
わ
た
り
３
０
０
社
を
超
え
る
企
業
訪
問
を

行
い
、
技
術
経
営
に
関
す
る
議
論
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、

相
対
比
較
に
基
づ
く
技
術
経
営
力
の
強
み
・
弱
み

の
抽
出
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
西
田
） 

　
次
に
提
供
す
る
の
が
中
期
成
長
戦
略
・
新
事

業
計
画
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
だ
。
既
存
事
業
の
中

期
計
画
や
新
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
自
社
調
査
・

検
討
だ
け
で
は
見
通
し
が
甘
く
な
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
第
三
者
的
視
点
か
ら
の
評
価
が
有
益
と

な
る
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
、
業
界
分
析
・
デ
ー
タ
収
集
、
技

術
事
業
化
調
査
、
各
事
業
戦
略
策
定
、
事
業
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
検
討
な
ど
企
業
の
事
業
戦
略
構
築

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
す
で
に
そ
の
実
績
は

大
企
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で
１
０
０
件
を
超
え

て
い
る
。 

　
そ
し
て
最
後
に
、
成
長
戦
略
・
事
業
化
戦
略
の

具
体
化
段
階
で
は
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
専
門
的
な

相
談
に
応
じ
る
中
で
、
資
本
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
、Ｍ
＆
Ａ
、
事
業
価
値
評
価
の
相
談
、
融
資
等
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。 

　
「
こ
う
し
た
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
製
造

業
の
現
場
診
断
、
技
術
経
営
評
価
か
ら
事
業
戦

略
、
将
来
の
成
長
戦
略
に
わ
た
る
ト
ー
タ
ル
な
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

金
融
の
ア
ナ
リ
ス
ト
的
視
点
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
開

発
視
点
を
併

せ
持
ち
な
が
ら
、

お
客
さ
ま
の

技
術
事
業
化

の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
く
。

他
に
は
見
ら

れ
な
い
こ
う

し
た
サ
ー
ビ

ス
こ
そ
『
技
術
を
活
か
す
銀
行
』
を
め
ざ
す
Ｄ
Ｂ

Ｊ
ら
し
さ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

 

　
　
入
手
困
難
な
マ
ク
ロ
情
報 

 

　
そ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
事
例
の
１
つ
が
、
長
野
県
下

諏
訪
町
に
本
社
を
置
く
め
っ
き
加
工
メ
ー
カ
ー
・

大
和
電
機
工
業
（
以
下
、
大
和
電
機
）
向
け
の
技

術
事
業
化
調
査
だ
。
長
野
県
諏
訪
地
域
に
は
精

密
部
品
を
中
心
と
す
る
中
堅
・
中
小
の
製
造
業

が
多
く
集
積
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
か
ね
て
よ
り

地
域
支
援
の
観
点
か
ら
同
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
進
め
て
お
り
、
大
和
電
機
と
の
出
会
い
も
そ
の

中
で
生
ま
れ
た
も
の
だ
。 

　
大
和
電
機
業
務
推
進
室
室
長
の
原
雅
廣
氏
は
、

当
時
を
振
り
返
っ
て
言
う
。「
こ
の
地
域
で
は
、
諏

訪
圏
地
域
の
技
術
振
興
に
向
け
て
02
年
以
降
『
諏

訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
』
を
毎
年
開
催
、
05
年
に
は
『
も

の
づ
く
り
推
進
機
構
』
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
活
動
を
進
め
る
中
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
出
会
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
か
ら
様
々

な
提
言
等
が
あ
り
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

に
強
く
、
信
頼
性
の
高
い
銀
行
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
」 

　
大
和
電
機
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
調
査
を
依
頼
し
た
理

由
も
、
そ
う
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
能
力
、
信
頼

性
の
高
さ
に
あ
っ
た
と
い
う
。 

　
「
一
般
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
で
は
そ
れ

ほ
ど
苦
労
は
し
な
い
の
で
す
が
、エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
分
野
の
中
で
も
特
殊
な
商
品
を
扱
う
当
社
の

場
合
、
本
当
に
必
要
な
情
報
の
入
手
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
、
当
社
が
進
出
を
検
討
し

て
い
た
の
が
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
注
２
）
の
分
野
で
、
非
常

に
ニ
ッ
チ
な
市
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
断
片
的
な

も
の
は
入
手
で
き
て
も
マ
ク
ロ
な
視
点
で
の
情
報

は
難
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
国
内
に
幅
広
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
そ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
我
々
と
は
違

っ
た
側
面
か
ら
の
判
断
材
料
が
得
ら
れ
る
か
な
と

期
待
し
た
わ
け
で
す
」 

　
　 

　
開
発
の
判
断
材
料
と
し
て 

 
　
大
和
電
機
の
主
力
事
業
は
、
電
子
部
品
・
基
板
・

材
料
へ
の
機
能
め
っ
き
加
工
。
そ
の
技
術
か
ら
生

ま
れ
た
製
品
は
自
動
車
や
液
晶
テ
レ
ビ
、
携
帯
電

話
な
ど
I
T
分
野
で
広
く
使
わ
れ
、
高
い
評
価
と

信
頼
を
得
て
い
る
。
だ
が
事
業
サ
イ
ク
ル
の
短
命

化
、
国
際
競
争
の
激
化
な
ど
で
経
営
環
境
が
厳

し
さ
を
増
す
中
、
同
社
で
は
自
社
技
術
の
事
業

化
が
可
能
な
新
た
な
市
場
と
し
て
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
分

野
に
注
目
し
、
検
討
を
進
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

　
企
業
に
と
っ
て
次
代
の
産
業
地
図
を
見
据
え
つ

つ
、
限
ら
れ
た
自
社
の
経
営
資
源
を
ど
の
分
野
に

集
中
し
て
い
く
か
は
重
要
な
経
営
課
題
。
と
く

に
中
堅
以
下
の
企
業
に
と
っ
て
は
、１
つ
の
経
営
判

断
の
甘
さ
が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
か
ね
な

い
。
そ
こ
で
大
和
電
機
で
は
、Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
向
け
事
業

分
野
の
市
場
性
、
技
術
動
向
の
調
査
を
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に

依
頼
し
、
そ
の
結
果
を
新
た
な
事
業
計
画
の
一
助

と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
た
の
だ
。 

　
「
と
く
に
注
目
し
て
い
た
の
が
、Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
１

つ
で
あ
る
医
療
・
バ
イ
オ
分
野
で
の
μ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
（
注

３
）
の
市
場
性
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
調
査
結
果
を
開
発

の
ペ
ー
ス
判
断
に
役
立
て
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

（
原
氏
） 

　
こ
う
し
て
調
査
は
、
数
カ
月
間
に
わ
た
る
、
公

的
研
究
機
関
・
大
学
・
投
資
会
社
に
所
属
す
る
Ｍ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
専
門
家
や
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
技
術
事
業
化
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
注
４
）へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
中

心
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
が
報
告
書
と
し
て

提
出
さ
れ
た
の
は
、
調
査
開
始
か
ら
約
5
カ
月
後

の
06
年
３
月
だ
っ
た
。 

　 　
当
初
の
期
待
に
応
え
る 

 

　
報
告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
き
く
２
つ
あ
っ
た
。

１
つ
は
、
将
来
の
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
市
場
の
見
通
し
と
し
て
、

自
動
車
や
携
帯
電
話
の
分
野
で
は
普
及
が
進
む

と
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
製
造
プ
ロ
セ

ス
の
標
準
化
が
難
し
く
、
開
発
負
担
が
大
き
い
こ

と
が
実
用
化
に
向
け
た
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

市
場
参
入
に
際
し
て
は
十
分
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
。 

　
２
つ
め
は
、μ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
の
市
場
動
向
に
つ
い
て
、

医
療
分
野
で
は
い
ま
だ
ま
と
ま
っ
た
市
場
が
顕
在

化
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
技
術
動
向
に
つ
い

て
も
事
業
化
す
る
に
は
い
く
つ
か
の
大
き
な
課
題

が
残
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
だ
。 

　
「
つ
ま
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
リ
ス
ク
要
因
が

多
く
、
ビ
シ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す
る
か
ど
う
か
は

未
知
数
。
し
た
が
っ
て
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
分
野
へ
の
積
極

的
な
進
出
は
時
期
尚
早
と
の
ト
ー
ン
で
ご
報
告

し
ま
し
た
」（
西
田
） 

　
報
告
を
受
け
た
大
和
電
機
で
は
、
そ
の
内
容

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
経
営
判
断
に
活
か
し
た

と
い
う
。 

　
「
報
告
は
全
体
と
し
て
、
当
社
の
持
っ
て
い
る
情

報
の
方
向
性
と
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
捉
え
ら
れ
て
い

る
と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。μ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
の
市
場
・

技
術
動
向
に
つ
い
て
、『
μ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
あ
り
き
で
、
後
で
ニ
ー
ズ
を
探
し
て
い
る
。
ニ
ー

ズ
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
で
な
け
れ
ば
事
業
化
は
難
し

い
』
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
」 

　
そ
し
て
、
原
氏
は
同
調
査
が
当
初
の
期
待
に

応
え
る
も
の
と
な
っ
た
と
し
て
続
け
る
。 

　
「
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
用
途
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
多

岐
に
わ
た
る
の
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
無
理
な
お
願
い

を
し
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
結
果

的
に
こ
の
調
査
報
告
は
、
当
社
の
判
断
に
誤
り
が

な
い
と
い
う
確
信
を
持
つ
う
え
で
の
重
要
な
裏
付

け
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
そ
の
後
の
市
場
の
動

き
を
見
る
と
μ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
の
事
業
化
の
動
き
は
鈍
く
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
報
告
書
の
指
摘
ど
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
当
社
の
技
術
が
、い
ず
れ
医
療
分
野
で

採
用
さ
れ
る
と
い
う
予
測
は
今
も
捨
て
て
お
ら
ず
、

世
界
的
な
不
況
の
中
に
あ
っ
て
も
数
年
先
を
見

据
え
て
投
資
は
止
め
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
先
も
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
に
は
期
待
し
て
い
ま
す
」 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は

引
き
続
き
支

援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
、
技
術

戦
略
、
事
業

計
画
の
サ
ポ

ー
ト
を
通
じ
て
、

中
堅
製
造
業

に
お
け
る
新

し
い
価
値
創
造
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
が
持
つ
長
期
的
な
視
点
、
中
立
性
、
公
共
性
、
信

頼
性
な
ど
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
地
域
金
融
機
関
、

地
方
自
治
体
、
大
学
、
経
済
団
体
等
と
連
携
し
つ

つ
、
積
極
的
に
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
産
業
競
争
力
の
強
化
に
も

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

「ものづくりインデックス」アウトプットイメージ

ガラス基板への精密なめっき。同社の高い技術力を物語る一例だ。
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攻めと守りの 
バランス感覚で 
100年に１度の危機を 
チャンスに変える。 
 

株式会社商船三井 

代表取締役社長　芦田  昭充 氏 

Applying financial expertise to design the future17

Designship 未来人図鑑 

Designship 未来人図鑑 Designship 未来人図鑑 

日本の貿易は重量換算で99.7％、金額換算で約70％を海上輸送に依存している。まさに海運業は日本のライフラインを支える
産業だ。商船三井は04年3月期に過去最高益を計上。同年６月に社長に就任した芦田昭充氏は、前任社長時代から続く積極的
な先行投資路線を継承しながら、08年3月期まで毎年最高益を更新し続けてきた。支配船数も900隻に近づき、すでに世界一。
グローバル企業としての成長を牽引する芦田氏は、世界同時不況の中にあっても絶妙のバランス感覚で市場の動きを読み、ピン
チはチャンスの姿勢で経営の舵取りに挑む。

「
好
況
よ
し
、
不
況
な
お
よ
し
」 

 

│
│
前
例
の
な
い
経
済
危
機
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
状
況
を
ど
う
捉
え
、
対
処
し
よ
う
と
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

 

　
1
0
0
年
に
１
度
と
い
わ
れ
る
こ
の
危
機
を
う

ま
く
乗
り
切
っ
た
ら
、
も
っ
と
強
い
会
社
に
な
れ
る

│
│
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。
海
運
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
過

去
５
年
間
、
右
肩
上
が
り
の
好
況
が
続
き
ま
し
た

が
、さ
す
が
に
５
年
間
も
好
況
が
続
く
と
行
き
過

ぎ
が
出
ま
す
。
実
は
、こ
の
間
の
好
況
時
に
中
国
や

韓
国
で
は
新
し
い
造
船
所
が
建
設
さ
れ
、
船
が
大

量
に
造
ら
れ
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

思
い
が
け
ず
世
界
的
な
不
況
が
き
て
調
整
が
働

き
ま
し
た
。
約
４
５
０
０
隻
の
受
注
残
の
う
ち
、

7
0
0
隻
ほ
ど
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
の
で
す
。
金

融
が
逼
迫
す
る
中
、新
造
船
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
今
後

も
増
え
、
最
終
的
に
は
１
０
０
０
隻
位
に
上
る
で

し
ょ
う
。
も
し
今
回
の
危
機
が
こ
う
し
た
新
造
船

の
竣
工
後
に
発
生
し
た
と
し
た
ら
、
海
運
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
完
全
に
供
給
過
剰
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
加

え
て
老
齢
船
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
、昨
年
は
２
２
０
隻
、

今
年
は
６
０
０
隻
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
調
整
は
、需
給
バ
ラ
ン
ス
か
ら
言
う
と
決
し
て

悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
好
況
よ
し
、
不
況

な
お
よ
し
」
と
は
松
下
幸
之
助
氏
の
言
葉
で
す
が
、

私
も
同
じ
思
い
で
す
。 

　
ま
た
、こ
う
し
た
状
況
は
人
づ
く
り
の
面
で
も

い
い
結
果
を
生
む
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
２
０
０
０

年
以
降
に
入
社
し
た
社
員
は
、
苦
し
い
経
営
局
面

に
接
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
商
船
三
井
は
ず

っ
と
伸
び
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
は
ず
。
そ
ん
な
中

で
想
定
外
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
た
わ
け
で
、い
い
教

訓
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
平
時
は
、
あ
る
意
味
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
仕
事
を
や
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、非

常
時
に
は
自
分
の
頭
で
考
え
、
動
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
そ
の
試
行
錯
誤
の
１
つ
ひ
と
つ
が
血

と
な
り
肉
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
は
人
づ
く
り

の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

逆
艪
の
発
想
で
リ
ス
ク
に
備
え
る 

 

│
│
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
将
来

を
見
通
す
こ
と
は
難
し
く
な
る
一
方
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
発
想
で
経
営
の
舵
取
り
を
し
て
い
ま

す
か
。

 

　
私
は
社
長
に
就
任
し
て
以
来
、
逆
艪
（
さ
か
ろ
）

作
戦
と
称
す
る
手
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
逆
艪
は

源
平
合
戦
で
の
屋
島
攻
め
の
際
、
源
氏
の
軍
師
、

梶
原
景
時
が
考
え
た
戦
法
で
、
船
の
舳
先
に
も
艪

を
つ
け
て
船
が
前
進
と
後
退
を
自
在
に
で
き
る
よ

う
に
し
た
も
の
。
私
は
、
企
業
経
営
に
も
こ
の
逆

艪
の
考
え
方
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
私
た
ち
が
こ
の
間
、
注
目
し
て
き
た

の
は
中
国
へ
の
モ
ノ
の
流
れ
で
す
。
か
つ
て
の
中
国

は
、
鉄
鉱
石
や
原
油
な
ど
も
国
内
産
で
需
要
の
大

部
分
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
03
年
頃
か
ら
そ

れ
で
は
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
急
激
な
勢
い
で
輸
入

に
頼
り
始
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、マ
ー
ケ
ッ
ト
が

急
拡
大
し
、
海
上
輸
送
で
か
つ
て
な
い
大
き
な
超

過
需
要
が
発
生
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
よ

う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

る
こ
と
で
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ

け
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
供
給
は
い
ず
れ
必
ず
需

要
に
追
い
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
極

端
に
過
剰
な
投
資
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
き
ま

し
た
。 

　
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
攻
め
て
ば
か
り
い
て
は
、

い
つ
か
大
失
敗
す
る
。
も
し
攻
め
て
ダ
メ
だ
っ
た

場
合
の
対
応
策
を
練
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
、
普
段
か
ら
各
部
ご
と
に
逆
艪

作
戦
に
基
づ
い
て
準
備
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
に
行

動
に
移
せ
る
わ
け
で
、
今
回
の
ク
ラ
イ
シ
ス
に
際

し
て
も
、
逆
艪
の
発
動
に
よ
っ
て
各
部
と
も
素
早

い
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

│
│
経
営
上
の
重
大
な
意
思
決
定
に
際
し
て
迷

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
そ
の
場
合
、
ど
う

や
っ
て
決
断
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

　
迷
う
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
で
す
。
決
断
の
拠
り

所
と
な
る
の
は
、
人
ま
ね
で
は
な
い
独
自
の
発
想

を
す
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
あ
る
計
画
実
行
の
可

否
を
判
断
す
る
場
合
、
必
要
な
デ
ー
タ
は
自
前
で

集
め
た
も
の
か
、
そ
し
て
、
計
画
を
発
案
し
た
担

当
役
員
や
部
長
が
ど
れ
だ
け
自
信
を
持
っ
て
い
る

か
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ら
が
借
り
物
で
あ
る
と
大

体
失
敗
し
ま
す
ね
。
独
自
の
情
報
を
独
自
に
分
析
・

判
断
す
る
こ
と
が
、
的
確
な
決
断
に
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

ど
の
世
界
に
も
優
れ
た
人
が
い
る 

 

│
│
若
い
頃
か
ら
、
思
っ
た
こ
と
は
ス
ト
レ
ー
ト
に

言
う
、
目
標
を
立
て
た
ら
そ
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
む
方
だ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

 

　
生
来
、
婉
曲
な
物
言
い
が
で
き
な
い
の
で
直
球

の
発
言
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。
上
司
と
も

よ
く
激
論
を
交
わ
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
負
け

ず
嫌
い
な
の
で
、
自
分
よ
り
優
れ
た
人
に
出
会
う

と
、
な
ん
と
か
追
い
つ
き
た
い
と
思
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
こ
れ
に
は
ひ
と
つ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

　
高
校
２
年
の
時
に
出
場
し
た
イ
ン
タ
ー
杯
で
、

の
ち
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
1
0
0
メ
ー
ト

ル
走
に
出
場
し
た
飯
島
秀
雄
選
手
と
一
緒
に
走
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
と
に
か
く
そ
の
ス
ピ

ー
ド
が
ま
る
で
違
う
の
で
す
。
彼
は
1
年
生
で
し

た
が
体
も
私
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、「
こ
れ
じ

ゃ
か
な
わ
な
い
、
世
の
中
に
は
す
ご
い
人
が
い
る
ん

だ
な
」
と
痛
感
し
ま
し
た
。
同
時
に
自
分
が
と
て

も
小
さ
く
感
じ
ら
れ
て
、「
ど
の
世
界
に
も
優
れ

た
人
が
い
る
。
自
分
も
も
っ
と
努
力
し
な
け
れ
ば
」

と
肝
に
銘
じ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

も
と
も
と
私
は
怠
け
者
だ
っ
た
の
で
す
が
、い
つ
の

ま
に
か
一
度
や
る
と
決
め
た
こ
と
は
長
続
き
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
会
社
に
入
っ
て
か
ら
も
、

優
秀
な
人
と
出
会
う
た
び
に
、
少
し
で
も
こ
の
人

に
近
づ
き
た
い
と
思
っ
て
自
分
を
高
め
る
よ
う
と

し
て
き
ま
し
た
し
、こ
れ
は
無
理
と
思
え
る
こ
と

で
も
決
し
て
諦
め
ず
、
実
現
す
る
よ
う
に
努
め
て

き
ま
し
た
。 

│
│
転
換
期
の
今
、
自
分
の
会
社
を
変
え
た
い
と

い
う
意
欲
を
持
つ
人
た
ち
も
多
い
の
で
す
が
、会
社

を
変
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 

　
私
が
若
手
だ
っ
た
頃
は
、い
ろ
ん
な
部
署
の
同
期

の
連
中
、
年
の
近
い
先
輩
や
後
輩
と
よ
く
酒
を
飲

み
に
行
き
、
青
臭
い
議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
か
ら
会
社
全
体
の
動
き
や
問
題
点
が
分

か
っ
て
、「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
自
分
な
り
に

会
社
を
よ
く
す
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
気
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

　
そ
れ
に
比
べ
、今
の
若
い
人
は
お
互
い
を
刺
激
す

る
場
が
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
酒
を
飲
ん

で
大
い
に
盛
り
上
が
る
も
の
の
、口
角
泡
を
飛
ば
す

よ
う
な
議
論
は
し
な
い
。
そ
の
せ
い
か
何
か
意
見
を

求
め
て
も
、ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

自
分
の
中
で
思
考
を
熟
成
さ
せ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、も
っ
と
活
発
に
議
論
を
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、今
、各
部
門
別
に
課
長

以
上
の
連
中
と
昼
食
時
に
意
見
交
換
を
す
る
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
議
論
を
通
じ
て
各

自
が
刺
激
を
受
け
て
、も
っ
と
会
社
の
こ
と
を
考
え

て
く
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。 

　
私
が
若
い
頃
の
当
社
は
営
業
基
盤
も
財
務
体
質

も
弱
く
、業
界
順
位
も
万
年
2
位
。
で
も
、そ
ん
な

状
況
を
何
と
か
変
え
た
い
と
思
う
人
間
が
前
後
の

世
代
に
た
く
さ
ん
い
て
、そ
の
強
い
思
い
が
そ
の
後

の
当
社
の
成
長
の
大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、ビ
ジ
ネ
ス
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
動
く
の
で
、も
っ
と

議
論
し
刺
激
し
合
っ
て
会
社
を
良
く
し
よ
う
と
思

え
ば
、私
た
ち
の
時
代
よ
り
は
る
か
に
大
き
な
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。 

 

若
い
時
は
尖
っ
て
い
て
い
い 

 

│
│
企
業
人
と
し
て
成
長
を
続
け
る
た
め
に
一
番

大
事
な
こ
と
は
。

 

　
一
言
で
言
う
と
「
随
所
に
主
と
な
れ
」
と
い
う
こ

と
。
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
も
主
体
的
に
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
意
味
で
す
。
会
社
を

良
く
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
考
え
て
努
力
す
れ

ば
、必
ず
評
価
さ
れ
、人
も
つ
い
て
来
る
も
の
で
す
。

と
く
に
若
い
人
に
は
そ
う
言
っ
て
い
ま
す
。
若
い
時

は
小
さ
く
ま
と
ま
っ
て
い
て
は
ダ
メ
。
乱
暴
者
と
言

わ
れ
る
く
ら
い
に
尖
っ
て
い
て
ち
ょ
う
ど
い
い
の
で
す
。 

 

│
│
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

　
今
、世
界
の
貿
易
額
は
輸
出
ベ
ー
ス
で
13.7
兆
ド
ル
。

こ
の
う
ち
海
上
貿
易
は
10
兆
ド
ル
で
す
。
今
後
も

世
界
人
口
が
増
加
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、海

運
業
の
役
割
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
が
入
社
し
た
約
40
年
前
の
世
界
人
口
は
33
億
人
、

海
上
輸
送
量
は
17
億
ト
ン
で
、１
人
当
た
り
輸
送

量
は
0.5
ト
ン
で
し
た
。
そ
れ
が
今
や
そ
れ
ぞ
れ
67
億

人
、
72
億
ト
ン
、
1.1
ト
ン
に
増
加
。
２
０
５
０
年
に
は

90
億
人
、１
３
５
億
ト
ン
、
1.5
ト
ン
に
な
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
世
界
の
海
上
輸
送
量
は
ま
だ
ま
だ

伸
び
る
わ
け
で
、こ
う
し
た
中
で
引
き
続
き
業
界

ナ
ン
バ
ー
1
の
地
位
を
維
持
し
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

1943年生まれ。67年大阪商船三井船舶(株)（現・(株)商船三井）入社。サンフラン
シスコ駐在、欧州・アジア部長、98年常務、2000年専務、03年副社長を経て、04年
社長に就任。中学、高校、大学時代を通じてスポーツに打ち込んだ。京大時代は陸
上部キャプテン。世界有数の海運企業の経営リーダーとなった今も、「まだまだ未熟。
欠陥のかたまりみたいなもの」と、トップアスリート魂に似た謙虚さを忘れない。
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「
 国 

昨 

０
０
年
に
一
度
の
経
済
危
機
」
が
厳
し
さ

を
増
す
中
で
、増
収
増
益
の
企
業
が
あ
る
。

共
通
す
る
の
は
、「
２
千
年
に
一
度
の
人
口
成
熟
」へ

の
対
応
だ
。 

　
国
内
新
車
登
録
台
数
は
、「
戦
後
最
長
の
好
景

気
」
の
２
０
０
０
↓
０
７
年
に
１
６
％
減
少
し
た
。

国
内
ス
ー
パ
ー
の
売
上
も
、９
７
年
か
ら
１
２
年
連

続
で
減
少
し
て
い
る
。
日
本
人
の
個
人
所
得
（
課
税

対
象
所
得
額
）は
２
０
０
４
↓
０
７
年
に
１
４
兆
円

増
え
た
が
、モ
ノ
消
費
へ
の
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
は
起
き

な
か
っ
た
。
理
由
は
日
本
人
の
加
齢
だ
。 

　
２
０
０
０
年
の
５
０
〜
６
４
歳
は
２
７
百
万
人
、０

│
１
４
歳
は
１
８
百
万
人
台
だ
っ
た
。
２
０
１
５
年

ま
で
に
前
者
は
６
５
歳
を
、後
者
は
１
５
歳
を
超
え

る
の
で
、生
産
年
齢
人
口（
１
５
〜
６
４
歳
）は
９
百

万
人
近
く
減
っ
て
し
ま
う
。
早
く
も
０
０
│
０
５
年

に
は
、
全
国
で
２
百
万
人
（
△
２
．３
％
）
、
首
都
圏
一

都
三
県
で
も
７
万
人
の
生
産
年
齢
人
口
減
少
が
生

じ
た
。
逆
に
６
５
歳
以
上
人
口
は
、全
国
で
４
百
万

人
近
く
、う
ち
首
都
圏
一
都
三
県
で
は
百
万
人
以
上

増
加
し
て
い
る
。
幾
ら
配
当
所
得
や
金
融
資
産
が

あ
っ
て
も
消
費
性
向
の
低
い
、高
年
齢
層
だ
け
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
、地
方
と
都
会
を
問
わ

ず
、モ
ノ
需
要
の
長
期
低
落
を
呼
ん
で
い
る
。 

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
予

測
で
は
、２
０
０
５
│
１
５
年
に
わ
が
国

の
生
産
年
齢
人
口
は
さ
ら
に
７
百
万
人
以
上
減
少

し（
△
９
％
）、６
５
歳
以
上
人
口
は
８
百
万
人
増
加

す
る（
＋
３
１
％
）
。
首
都
圏
一
都
三
県
で
は
そ
れ
ぞ

れ
△
１
５
０
万
人（
△
８
％
）、＋
２
６
９
万
人（
＋
４
５

％
）だ
。「
１
０
０
年
に
一
度
の
経
済
危
機
」
が
終
息

し
て
も
、時
間
は
止
ま
ら
ず
、我
々
は
確
実
に
歳
を

と
っ
て
い
く
。 

　
景
気
回
復
や
国
の
対
策
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、企

業
と
し
て
の
対
処
戦
略
が
必
要
だ
。
減
り
行
く
国

内
現
役
世
代
相
手
の
低
価
格
競
争
は
、勝
者
な
き

消
耗
戦
に
な
っ
て
し
ま
う
。
輸
出
や
国
外
か
ら
の
集

客
交
流
に
活
路
を
求
め
る
の
は
正
解
だ
が
、海
外
の

景
気
や
為
替
相
場
の
変
動
は
大
き
な
リ
ス
ク
だ
。

激
増
す
る
国
内
高
齢
者
を
市
場
に
で
き
な
い
の
だ

ろ
う
か
。 

年
１
１
月
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
さ
れ
た
フ
ェ

ア
レ
デ
ィ
ー
Ｚ
に
は
、見
込
み
の
２
倍
の
注

文
が
来
て
い
る
と
聞
く
。
退
職
金
を
青
春
の
憧
れ
に

つ
ぎ
込
む
往
年
の
若
者
が
増
え
て
い
る
か
ら
だ
。
史

上
最
高
益
の
任
天
堂
、ユ
ニ
ク
ロ
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
共
通
点
は
、
高
齢
者
も
若
者
同
様
に
買
い
求

め
る
商
品
、即
ち
Ｗ
ｉ
ｉ
や
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
、デ
ィ
ズ
ニ

ー
シ
ー
を
開
発
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
同
じ
よ
う
に
、

自
宅
の
耐
震
改
修
や
成
人
病
が
改
善
す
る
温
泉
旅

行
、貯
金
代
わ
り
に
買
っ
て
貯
蔵
で
き
る
高
級
酒
や

書
画
骨
董
、健
康
に
い
い
無
添
加
食
品
な
ど
、高
齢

者
市
場
が
拡
大
し
う
る
分
野
は
無
数
に
あ
る
。
日

本
人
の
金
融
資
産
の
１
％
、１
４
兆
円
で
も
企
業
努

力
で
モ
ノ
購
入
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

政
府
の
景
気
対
策
の
何
倍
も
の
効
果
だ
。 

は
、一
足
先
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を

経
験
し
て
い
る
地
方
の
企
業
に
こ
そ
、こ

の
分
野
へ
の
対
応
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
る
。
手
の
か

か
る
多
品
種
少
ロ
ッ
ト
販
売
へ
の
対
応
を
進
め
て
き

た
実
績
も
、地
方
企
業
の
も
の
だ
。 

　
人
口
減
少
の
深
刻
な
北
海
道
で
、
今
年
度
も
増

収
増
益
と
い
う
若
手
運
輸
事
業
者
に
会
っ
た
。
昨

年
の
ガ
ソ
リ
ン
高
騰
、今
年
の
世
界
不
況
と
続
く
打

撃
を
乗
り
越
え
、
高
付
加
価
値
の
地
場
産
品
の
特

殊
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
要
す
る
輸
送
に
特
化
し
た
結
果

だ
と
い
う
。
新
世
紀
の
新
た
な
胎
動
は
、筆
者
の
行

く
先
々
で
確
実
に
始
ま
っ
て
い
る
。 

  

実 

外航海運業に経営資源を集中し特色のある総合海運企業として成長を続ける商船三井グループ。
その中核企業が商船三井で、鉄鋼原料・石炭・穀物などを運ぶばら積み船、原油・石油製品を運ぶ
タンカー、環境にやさしいエネルギーであるＬＮＧ輸送事業、完成車を運ぶ自動車船、製品を中心に多
種多様の貨物を運ぶコンテナ船（定期船）など、幅広い国際海上輸送に従事。また、国内でも「商
船三井フェリー」「ダイヤモンドフェリー」など国内最大級のフェリー網を通じて内航・旅客事業を、「商
船三井客船」による「にっぽん丸」クルーズ事業などを展開。さらに、MOL Logisticsのブランド名で
海・陸・空の最適輸送モードを組み合わせる総合物流、倉庫業なども世界的ネットワークで展開。まさ
に、世界経済の発展に不可欠な様々な輸送を支える企業グループだ。

Akimitsu Ashida

「2千年に一度の人口成熟」と 
地方企業への期待 
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攻めと守りの 
バランス感覚で 
100年に１度の危機を 
チャンスに変える。 
 

株式会社商船三井 

代表取締役社長　芦田  昭充 氏 
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Designship 未来人図鑑 

Designship 未来人図鑑 Designship 未来人図鑑 

日本の貿易は重量換算で99.7％、金額換算で約70％を海上輸送に依存している。まさに海運業は日本のライフラインを支える
産業だ。商船三井は04年3月期に過去最高益を計上。同年６月に社長に就任した芦田昭充氏は、前任社長時代から続く積極的
な先行投資路線を継承しながら、08年3月期まで毎年最高益を更新し続けてきた。支配船数も900隻に近づき、すでに世界一。
グローバル企業としての成長を牽引する芦田氏は、世界同時不況の中にあっても絶妙のバランス感覚で市場の動きを読み、ピン
チはチャンスの姿勢で経営の舵取りに挑む。

「
好
況
よ
し
、
不
況
な
お
よ
し
」 

 

│
│
前
例
の
な
い
経
済
危
機
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
状
況
を
ど
う
捉
え
、
対
処
し
よ
う
と
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

 

　
1
0
0
年
に
１
度
と
い
わ
れ
る
こ
の
危
機
を
う

ま
く
乗
り
切
っ
た
ら
、
も
っ
と
強
い
会
社
に
な
れ
る

│
│
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。
海
運
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
過

去
５
年
間
、
右
肩
上
が
り
の
好
況
が
続
き
ま
し
た

が
、さ
す
が
に
５
年
間
も
好
況
が
続
く
と
行
き
過

ぎ
が
出
ま
す
。
実
は
、こ
の
間
の
好
況
時
に
中
国
や

韓
国
で
は
新
し
い
造
船
所
が
建
設
さ
れ
、
船
が
大

量
に
造
ら
れ
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

思
い
が
け
ず
世
界
的
な
不
況
が
き
て
調
整
が
働

き
ま
し
た
。
約
４
５
０
０
隻
の
受
注
残
の
う
ち
、

7
0
0
隻
ほ
ど
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
の
で
す
。
金

融
が
逼
迫
す
る
中
、新
造
船
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
今
後

も
増
え
、
最
終
的
に
は
１
０
０
０
隻
位
に
上
る
で

し
ょ
う
。
も
し
今
回
の
危
機
が
こ
う
し
た
新
造
船

の
竣
工
後
に
発
生
し
た
と
し
た
ら
、
海
運
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
完
全
に
供
給
過
剰
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
加

え
て
老
齢
船
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
、昨
年
は
２
２
０
隻
、

今
年
は
６
０
０
隻
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
調
整
は
、需
給
バ
ラ
ン
ス
か
ら
言
う
と
決
し
て

悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
好
況
よ
し
、
不
況

な
お
よ
し
」
と
は
松
下
幸
之
助
氏
の
言
葉
で
す
が
、

私
も
同
じ
思
い
で
す
。 

　
ま
た
、こ
う
し
た
状
況
は
人
づ
く
り
の
面
で
も

い
い
結
果
を
生
む
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
２
０
０
０

年
以
降
に
入
社
し
た
社
員
は
、
苦
し
い
経
営
局
面

に
接
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
商
船
三
井
は
ず

っ
と
伸
び
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
は
ず
。
そ
ん
な
中

で
想
定
外
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
た
わ
け
で
、い
い
教

訓
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
平
時
は
、
あ
る
意
味
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
仕
事
を
や
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、非

常
時
に
は
自
分
の
頭
で
考
え
、
動
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
そ
の
試
行
錯
誤
の
１
つ
ひ
と
つ
が
血

と
な
り
肉
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
は
人
づ
く
り

の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

逆
艪
の
発
想
で
リ
ス
ク
に
備
え
る 

 

│
│
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
将
来

を
見
通
す
こ
と
は
難
し
く
な
る
一
方
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
発
想
で
経
営
の
舵
取
り
を
し
て
い
ま

す
か
。

 

　
私
は
社
長
に
就
任
し
て
以
来
、
逆
艪
（
さ
か
ろ
）

作
戦
と
称
す
る
手
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
逆
艪
は

源
平
合
戦
で
の
屋
島
攻
め
の
際
、
源
氏
の
軍
師
、

梶
原
景
時
が
考
え
た
戦
法
で
、
船
の
舳
先
に
も
艪

を
つ
け
て
船
が
前
進
と
後
退
を
自
在
に
で
き
る
よ

う
に
し
た
も
の
。
私
は
、
企
業
経
営
に
も
こ
の
逆

艪
の
考
え
方
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
私
た
ち
が
こ
の
間
、
注
目
し
て
き
た

の
は
中
国
へ
の
モ
ノ
の
流
れ
で
す
。
か
つ
て
の
中
国

は
、
鉄
鉱
石
や
原
油
な
ど
も
国
内
産
で
需
要
の
大

部
分
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
03
年
頃
か
ら
そ

れ
で
は
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
急
激
な
勢
い
で
輸
入

に
頼
り
始
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、マ
ー
ケ
ッ
ト
が

急
拡
大
し
、
海
上
輸
送
で
か
つ
て
な
い
大
き
な
超

過
需
要
が
発
生
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
よ

う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

る
こ
と
で
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ

け
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
供
給
は
い
ず
れ
必
ず
需

要
に
追
い
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
極

端
に
過
剰
な
投
資
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
き
ま

し
た
。 

　
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
攻
め
て
ば
か
り
い
て
は
、

い
つ
か
大
失
敗
す
る
。
も
し
攻
め
て
ダ
メ
だ
っ
た

場
合
の
対
応
策
を
練
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
、
普
段
か
ら
各
部
ご
と
に
逆
艪

作
戦
に
基
づ
い
て
準
備
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
に
行

動
に
移
せ
る
わ
け
で
、
今
回
の
ク
ラ
イ
シ
ス
に
際

し
て
も
、
逆
艪
の
発
動
に
よ
っ
て
各
部
と
も
素
早

い
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

│
│
経
営
上
の
重
大
な
意
思
決
定
に
際
し
て
迷

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
そ
の
場
合
、
ど
う

や
っ
て
決
断
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

　
迷
う
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
で
す
。
決
断
の
拠
り

所
と
な
る
の
は
、
人
ま
ね
で
は
な
い
独
自
の
発
想

を
す
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
あ
る
計
画
実
行
の
可

否
を
判
断
す
る
場
合
、
必
要
な
デ
ー
タ
は
自
前
で

集
め
た
も
の
か
、
そ
し
て
、
計
画
を
発
案
し
た
担

当
役
員
や
部
長
が
ど
れ
だ
け
自
信
を
持
っ
て
い
る

か
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ら
が
借
り
物
で
あ
る
と
大

体
失
敗
し
ま
す
ね
。
独
自
の
情
報
を
独
自
に
分
析
・

判
断
す
る
こ
と
が
、
的
確
な
決
断
に
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

ど
の
世
界
に
も
優
れ
た
人
が
い
る 

 

│
│
若
い
頃
か
ら
、
思
っ
た
こ
と
は
ス
ト
レ
ー
ト
に

言
う
、
目
標
を
立
て
た
ら
そ
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
む
方
だ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

 

　
生
来
、
婉
曲
な
物
言
い
が
で
き
な
い
の
で
直
球

の
発
言
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。
上
司
と
も

よ
く
激
論
を
交
わ
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
負
け

ず
嫌
い
な
の
で
、
自
分
よ
り
優
れ
た
人
に
出
会
う

と
、
な
ん
と
か
追
い
つ
き
た
い
と
思
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
こ
れ
に
は
ひ
と
つ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

　
高
校
２
年
の
時
に
出
場
し
た
イ
ン
タ
ー
杯
で
、

の
ち
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
1
0
0
メ
ー
ト

ル
走
に
出
場
し
た
飯
島
秀
雄
選
手
と
一
緒
に
走
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
と
に
か
く
そ
の
ス
ピ

ー
ド
が
ま
る
で
違
う
の
で
す
。
彼
は
1
年
生
で
し

た
が
体
も
私
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、「
こ
れ
じ

ゃ
か
な
わ
な
い
、
世
の
中
に
は
す
ご
い
人
が
い
る
ん

だ
な
」
と
痛
感
し
ま
し
た
。
同
時
に
自
分
が
と
て

も
小
さ
く
感
じ
ら
れ
て
、「
ど
の
世
界
に
も
優
れ

た
人
が
い
る
。
自
分
も
も
っ
と
努
力
し
な
け
れ
ば
」

と
肝
に
銘
じ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

も
と
も
と
私
は
怠
け
者
だ
っ
た
の
で
す
が
、い
つ
の

ま
に
か
一
度
や
る
と
決
め
た
こ
と
は
長
続
き
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
会
社
に
入
っ
て
か
ら
も
、

優
秀
な
人
と
出
会
う
た
び
に
、
少
し
で
も
こ
の
人

に
近
づ
き
た
い
と
思
っ
て
自
分
を
高
め
る
よ
う
と

し
て
き
ま
し
た
し
、こ
れ
は
無
理
と
思
え
る
こ
と

で
も
決
し
て
諦
め
ず
、
実
現
す
る
よ
う
に
努
め
て

き
ま
し
た
。 

│
│
転
換
期
の
今
、
自
分
の
会
社
を
変
え
た
い
と

い
う
意
欲
を
持
つ
人
た
ち
も
多
い
の
で
す
が
、会
社

を
変
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 

　
私
が
若
手
だ
っ
た
頃
は
、い
ろ
ん
な
部
署
の
同
期

の
連
中
、
年
の
近
い
先
輩
や
後
輩
と
よ
く
酒
を
飲

み
に
行
き
、
青
臭
い
議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
か
ら
会
社
全
体
の
動
き
や
問
題
点
が
分

か
っ
て
、「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
自
分
な
り
に

会
社
を
よ
く
す
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
気
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

　
そ
れ
に
比
べ
、今
の
若
い
人
は
お
互
い
を
刺
激
す

る
場
が
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
酒
を
飲
ん

で
大
い
に
盛
り
上
が
る
も
の
の
、口
角
泡
を
飛
ば
す

よ
う
な
議
論
は
し
な
い
。
そ
の
せ
い
か
何
か
意
見
を

求
め
て
も
、ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

自
分
の
中
で
思
考
を
熟
成
さ
せ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、も
っ
と
活
発
に
議
論
を
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、今
、各
部
門
別
に
課
長

以
上
の
連
中
と
昼
食
時
に
意
見
交
換
を
す
る
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
議
論
を
通
じ
て
各

自
が
刺
激
を
受
け
て
、も
っ
と
会
社
の
こ
と
を
考
え

て
く
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。 

　
私
が
若
い
頃
の
当
社
は
営
業
基
盤
も
財
務
体
質

も
弱
く
、業
界
順
位
も
万
年
2
位
。
で
も
、そ
ん
な

状
況
を
何
と
か
変
え
た
い
と
思
う
人
間
が
前
後
の

世
代
に
た
く
さ
ん
い
て
、そ
の
強
い
思
い
が
そ
の
後

の
当
社
の
成
長
の
大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、ビ
ジ
ネ
ス
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
動
く
の
で
、も
っ
と

議
論
し
刺
激
し
合
っ
て
会
社
を
良
く
し
よ
う
と
思

え
ば
、私
た
ち
の
時
代
よ
り
は
る
か
に
大
き
な
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。 

 

若
い
時
は
尖
っ
て
い
て
い
い 

 

│
│
企
業
人
と
し
て
成
長
を
続
け
る
た
め
に
一
番

大
事
な
こ
と
は
。

 

　
一
言
で
言
う
と
「
随
所
に
主
と
な
れ
」
と
い
う
こ

と
。
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
も
主
体
的
に
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
意
味
で
す
。
会
社
を

良
く
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
考
え
て
努
力
す
れ

ば
、必
ず
評
価
さ
れ
、人
も
つ
い
て
来
る
も
の
で
す
。

と
く
に
若
い
人
に
は
そ
う
言
っ
て
い
ま
す
。
若
い
時

は
小
さ
く
ま
と
ま
っ
て
い
て
は
ダ
メ
。
乱
暴
者
と
言

わ
れ
る
く
ら
い
に
尖
っ
て
い
て
ち
ょ
う
ど
い
い
の
で
す
。 

 

│
│
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

　
今
、世
界
の
貿
易
額
は
輸
出
ベ
ー
ス
で
13.7
兆
ド
ル
。

こ
の
う
ち
海
上
貿
易
は
10
兆
ド
ル
で
す
。
今
後
も

世
界
人
口
が
増
加
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、海

運
業
の
役
割
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
が
入
社
し
た
約
40
年
前
の
世
界
人
口
は
33
億
人
、

海
上
輸
送
量
は
17
億
ト
ン
で
、１
人
当
た
り
輸
送

量
は
0.5
ト
ン
で
し
た
。
そ
れ
が
今
や
そ
れ
ぞ
れ
67
億

人
、
72
億
ト
ン
、
1.1
ト
ン
に
増
加
。
２
０
５
０
年
に
は

90
億
人
、１
３
５
億
ト
ン
、
1.5
ト
ン
に
な
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
世
界
の
海
上
輸
送
量
は
ま
だ
ま
だ

伸
び
る
わ
け
で
、こ
う
し
た
中
で
引
き
続
き
業
界

ナ
ン
バ
ー
1
の
地
位
を
維
持
し
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

1943年生まれ。67年大阪商船三井船舶(株)（現・(株)商船三井）入社。サンフラン
シスコ駐在、欧州・アジア部長、98年常務、2000年専務、03年副社長を経て、04年
社長に就任。中学、高校、大学時代を通じてスポーツに打ち込んだ。京大時代は陸
上部キャプテン。世界有数の海運企業の経営リーダーとなった今も、「まだまだ未熟。
欠陥のかたまりみたいなもの」と、トップアスリート魂に似た謙虚さを忘れない。
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「
 国 

昨 

０
０
年
に
一
度
の
経
済
危
機
」
が
厳
し
さ

を
増
す
中
で
、増
収
増
益
の
企
業
が
あ
る
。

共
通
す
る
の
は
、「
２
千
年
に
一
度
の
人
口
成
熟
」へ

の
対
応
だ
。 

　
国
内
新
車
登
録
台
数
は
、「
戦
後
最
長
の
好
景

気
」
の
２
０
０
０
↓
０
７
年
に
１
６
％
減
少
し
た
。

国
内
ス
ー
パ
ー
の
売
上
も
、９
７
年
か
ら
１
２
年
連

続
で
減
少
し
て
い
る
。
日
本
人
の
個
人
所
得
（
課
税

対
象
所
得
額
）は
２
０
０
４
↓
０
７
年
に
１
４
兆
円

増
え
た
が
、モ
ノ
消
費
へ
の
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
は
起
き

な
か
っ
た
。
理
由
は
日
本
人
の
加
齢
だ
。 

　
２
０
０
０
年
の
５
０
〜
６
４
歳
は
２
７
百
万
人
、０

│
１
４
歳
は
１
８
百
万
人
台
だ
っ
た
。
２
０
１
５
年

ま
で
に
前
者
は
６
５
歳
を
、後
者
は
１
５
歳
を
超
え

る
の
で
、生
産
年
齢
人
口（
１
５
〜
６
４
歳
）は
９
百

万
人
近
く
減
っ
て
し
ま
う
。
早
く
も
０
０
│
０
５
年

に
は
、
全
国
で
２
百
万
人
（
△
２
．３
％
）
、
首
都
圏
一

都
三
県
で
も
７
万
人
の
生
産
年
齢
人
口
減
少
が
生

じ
た
。
逆
に
６
５
歳
以
上
人
口
は
、全
国
で
４
百
万

人
近
く
、う
ち
首
都
圏
一
都
三
県
で
は
百
万
人
以
上

増
加
し
て
い
る
。
幾
ら
配
当
所
得
や
金
融
資
産
が

あ
っ
て
も
消
費
性
向
の
低
い
、高
年
齢
層
だ
け
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
、地
方
と
都
会
を
問
わ

ず
、モ
ノ
需
要
の
長
期
低
落
を
呼
ん
で
い
る
。 

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
予

測
で
は
、２
０
０
５
│
１
５
年
に
わ
が
国

の
生
産
年
齢
人
口
は
さ
ら
に
７
百
万
人
以
上
減
少

し（
△
９
％
）、６
５
歳
以
上
人
口
は
８
百
万
人
増
加

す
る（
＋
３
１
％
）
。
首
都
圏
一
都
三
県
で
は
そ
れ
ぞ

れ
△
１
５
０
万
人（
△
８
％
）、＋
２
６
９
万
人（
＋
４
５

％
）だ
。「
１
０
０
年
に
一
度
の
経
済
危
機
」
が
終
息

し
て
も
、時
間
は
止
ま
ら
ず
、我
々
は
確
実
に
歳
を

と
っ
て
い
く
。 

　
景
気
回
復
や
国
の
対
策
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、企

業
と
し
て
の
対
処
戦
略
が
必
要
だ
。
減
り
行
く
国

内
現
役
世
代
相
手
の
低
価
格
競
争
は
、勝
者
な
き

消
耗
戦
に
な
っ
て
し
ま
う
。
輸
出
や
国
外
か
ら
の
集

客
交
流
に
活
路
を
求
め
る
の
は
正
解
だ
が
、海
外
の

景
気
や
為
替
相
場
の
変
動
は
大
き
な
リ
ス
ク
だ
。

激
増
す
る
国
内
高
齢
者
を
市
場
に
で
き
な
い
の
だ

ろ
う
か
。 

年
１
１
月
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
さ
れ
た
フ
ェ

ア
レ
デ
ィ
ー
Ｚ
に
は
、見
込
み
の
２
倍
の
注

文
が
来
て
い
る
と
聞
く
。
退
職
金
を
青
春
の
憧
れ
に

つ
ぎ
込
む
往
年
の
若
者
が
増
え
て
い
る
か
ら
だ
。
史

上
最
高
益
の
任
天
堂
、ユ
ニ
ク
ロ
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
共
通
点
は
、
高
齢
者
も
若
者
同
様
に
買
い
求

め
る
商
品
、即
ち
Ｗ
ｉ
ｉ
や
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
、デ
ィ
ズ
ニ

ー
シ
ー
を
開
発
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
同
じ
よ
う
に
、

自
宅
の
耐
震
改
修
や
成
人
病
が
改
善
す
る
温
泉
旅

行
、貯
金
代
わ
り
に
買
っ
て
貯
蔵
で
き
る
高
級
酒
や

書
画
骨
董
、健
康
に
い
い
無
添
加
食
品
な
ど
、高
齢

者
市
場
が
拡
大
し
う
る
分
野
は
無
数
に
あ
る
。
日

本
人
の
金
融
資
産
の
１
％
、１
４
兆
円
で
も
企
業
努

力
で
モ
ノ
購
入
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

政
府
の
景
気
対
策
の
何
倍
も
の
効
果
だ
。 

は
、一
足
先
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を

経
験
し
て
い
る
地
方
の
企
業
に
こ
そ
、こ

の
分
野
へ
の
対
応
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
る
。
手
の
か

か
る
多
品
種
少
ロ
ッ
ト
販
売
へ
の
対
応
を
進
め
て
き

た
実
績
も
、地
方
企
業
の
も
の
だ
。 

　
人
口
減
少
の
深
刻
な
北
海
道
で
、
今
年
度
も
増

収
増
益
と
い
う
若
手
運
輸
事
業
者
に
会
っ
た
。
昨

年
の
ガ
ソ
リ
ン
高
騰
、今
年
の
世
界
不
況
と
続
く
打

撃
を
乗
り
越
え
、
高
付
加
価
値
の
地
場
産
品
の
特

殊
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
要
す
る
輸
送
に
特
化
し
た
結
果

だ
と
い
う
。
新
世
紀
の
新
た
な
胎
動
は
、筆
者
の
行

く
先
々
で
確
実
に
始
ま
っ
て
い
る
。 

  

実 

外航海運業に経営資源を集中し特色のある総合海運企業として成長を続ける商船三井グループ。
その中核企業が商船三井で、鉄鋼原料・石炭・穀物などを運ぶばら積み船、原油・石油製品を運ぶ
タンカー、環境にやさしいエネルギーであるＬＮＧ輸送事業、完成車を運ぶ自動車船、製品を中心に多
種多様の貨物を運ぶコンテナ船（定期船）など、幅広い国際海上輸送に従事。また、国内でも「商
船三井フェリー」「ダイヤモンドフェリー」など国内最大級のフェリー網を通じて内航・旅客事業を、「商
船三井客船」による「にっぽん丸」クルーズ事業などを展開。さらに、MOL Logisticsのブランド名で
海・陸・空の最適輸送モードを組み合わせる総合物流、倉庫業なども世界的ネットワークで展開。まさ
に、世界経済の発展に不可欠な様々な輸送を支える企業グループだ。

Akimitsu Ashida

「2千年に一度の人口成熟」と 
地方企業への期待 


